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叙
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は
じ
め
に

父
・
談
と
司
馬
遷
の
歴
史
観

古
代
本
紀
と
表
の
歴
史
観

春
秋
戦
国
世
家
の
歴
史
観

お
わ
り
に

は
　
じ
　
め
　
に

　
『
史
記
」
は
中
国
古
代
史
の
基
本
史
料
で
あ
り
、
そ
の
特
徴
は
紀
伝
体
と
い
う
歴
史
書
の
ス
タ
イ
ル
や
、
通
史
と
い
う
叙
述
の
形
式
に

あ
る
と
い
わ
れ
る
。
紀
伝
体
と
は
、
『
春
秋
器
財
伝
』
の
よ
う
な
編
年
体
の
歴
史
書
に
対
し
て
、
『
史
記
』
に
始
ま
る
本
紀
と
世
家
・
列
伝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど
の
部
門
を
総
合
す
る
歴
史
叙
述
で
あ
り
、
む
し
ろ
世
家
を
は
ぶ
い
た
「
漢
書
』
の
ほ
う
が
典
型
的
な
紀
伝
体
の
ス
タ
イ
ル
と
な
る
。

ま
た
通
史
と
は
、
伝
説
の
黄
帝
か
ら
漢
武
帝
の
同
時
代
ま
で
を
対
象
と
し
た
こ
と
に
よ
る
。

『
史
記
』
の
歴
史
観
と
叙
述

五
三



五
四

　
こ
れ
ま
で
私
は
、
『
史
記
』
の
構
造
を
分
析
す
る
方
法
と
し
て
、
出
土
資
料
と
文
献
か
ら
樋
代
の
文
書
や
書
籍
の
形
式
を
復
元
し
、
そ

れ
ら
の
先
行
資
料
を
ど
の
よ
う
に
取
捨
選
択
し
編
集
し
た
か
と
い
う
手
法
を
探
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
司
馬
遷
の
編
集
意
図
と
『
史
記
』
の
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性
格
を
明
ら
か
に
し
ょ
う
と
し
た
。
し
か
し
『
史
記
』
を
み
る
と
、
そ
の
な
か
に
複
数
の
歴
史
観
が
う
か
が
え
、
そ
れ
は
叙
述
の
開
始
と
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ソ

最
終
の
年
代
（
上
限
と
下
限
の
断
限
）
に
も
関
連
し
て
い
る
。

　
た
と
え
ば
『
史
記
』
太
史
公
自
序
に
み
え
る
列
伝
第
七
十
の
説
明
で
は
、
二
つ
の
歴
史
観
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
ユ
於
是
卒
述
陶
唐
以
來
。
至
干
麟
止
。
自
黄
帝
始
。

　
　
2
太
史
公
日
。
余
述
歴
黄
帝
以
來
至
太
初
而
詑
。
百
三
十
篇
。

　
こ
こ
で
は
一
方
で
「
陶
唐
（
発
）
か
ら
獲
麟
ま
で
」
と
い
い
、
も
う
一
方
で
「
黄
帝
か
ら
太
初
年
間
」
と
い
う
『
史
記
』
執
筆
の
範
囲

を
示
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
『
史
記
』
は
、
表
や
世
家
に
異
な
る
歴
史
観
を
記
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
著
述
の
範
囲
は
、
と
く
に
下
限

の
問
題
を
中
心
に
考
察
さ
れ
て
い
る
が
、
ま
だ
複
数
の
歴
史
観
に
つ
い
て
十
分
に
は
説
明
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
『
史
記
」
の
構
造
を

考
え
る
と
き
、
複
数
の
歴
史
観
が
示
す
意
味
と
、
そ
の
社
会
的
背
景
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
本
稿
で
は
、
司
馬
談
と
司
馬
遷
の
歴
史
観
を
手
が
か
り
と
し
て
、
『
史
記
』
に
み
え
る
叙
述
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
ま
た
『
史
記
』

本
紀
と
表
、
世
家
の
構
造
を
つ
う
じ
て
、
そ
の
特
徴
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
お
も
う
。

一
　
父
・
談
と
司
馬
遷
の
歴
史
観

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
最
初
に
問
題
と
な
る
の
は
、
司
馬
談
の
歴
史
観
で
あ
る
。
す
で
に
別
学
で
は
、
第
一
の
執
筆
動
機
と
な
る
父
の
遺
言
に
つ
い
て
検
討
し

た
が
、
そ
こ
で
は
司
馬
氏
の
家
系
が
か
つ
て
史
官
や
太
史
を
司
る
と
い
う
伝
え
が
分
析
の
中
心
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
司
馬
談
が
、
歴
史



の
始
ま
り
と
終
わ
り
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
た
か
と
い
う
点
か
ら
、
父
の
歴
史
観
を
考
え
て
み
よ
う
。

　
『
史
記
』
太
史
公
自
序
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
余
先
揺
室
着
太
史
也
。
自
上
世
嘗
顯
功
名
於
虞
夏
。
典
天
官
事
。
後
世
中
衰
。
絶
於
予
乎
。
汝
復
古
太
史
。
則
綾
吾
祖
　
。
今
天
子

　
　
接
千
歳
之
統
。
封
泰
山
。
而
余
不
得
影
画
。
設
営
認
諾
。
命
也
夫
。
余
死
。
汝
必
爲
太
史
。
爲
太
史
。
無
忘
吾
所
欲
論
著
　
。
・

　
　
夫
天
下
稻
調
周
智
。
言
堪
能
論
歌
文
武
之
徳
。
工
学
郡
之
風
。
達
太
王
王
季
之
思
慮
。
麦
及
公
認
。
甘
干
后
稜
也
。
幽
属
之
後
。
王

　
　
道
映
。
禮
樂
衰
。
孔
子
脩
奮
起
癒
。
論
詩
書
。
作
春
秋
。
着
棄
者
即
今
則
之
。
自
獲
麟
以
來
四
百
有
鯨
歳
。
而
諸
侯
相
兼
。
史
記
放

　
　
絶
。
心
遣
興
。
海
内
一
統
。
名
主
・
賢
君
・
忠
臣
・
死
義
之
士
。
余
響
太
史
而
弗
論
載
。
回
天
下
之
史
文
。
壁
心
催
焉
。
汝
其
念
哉
。

　
こ
こ
で
司
馬
談
が
述
べ
て
い
る
歴
史
の
始
ま
り
は
、
ま
ず
虞
舜
と
夏
王
朝
（
萬
が
始
祖
）
の
時
代
か
ら
司
馬
氏
は
天
官
の
こ
と
を
司
り
、

周
王
室
の
太
史
と
な
っ
た
が
、
や
が
て
衰
え
た
と
い
う
。
こ
れ
は
自
序
の
冒
頭
に
み
え
る
先
祖
の
記
述
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
。
た
だ

し
冒
頭
で
は
、
黄
帝
に
つ
ぐ
五
帝
の
一
人
で
あ
る
額
碩
の
時
代
か
ら
重
と
黎
に
天
地
を
司
ら
せ
、
唐
尭
と
虞
舜
の
時
代
に
そ
の
子
孫
が
役

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
ソ

目
を
担
っ
た
と
追
加
し
て
い
る
。

　
　
昔
在
顎
髭
。
最
南
正
重
以
司
天
。
追
思
黎
以
忌
地
。
唐
虞
之
際
。
紹
重
黎
之
後
。
使
復
典
之
。
至
干
夏
帯
。
故
宮
黎
氏
世
序
天
地
。

　
　
其
在
周
。
程
伯
休
甫
其
後
也
。
當
周
宣
王
時
。
失
其
守
将
器
司
馬
氏
。
司
馬
氏
世
典
周
史
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
　

　
ま
た
自
序
の
列
伝
第
七
十
の
説
明
で
も
、
唐
尭
・
虞
舜
と
周
の
時
代
に
、
司
馬
氏
は
代
々
「
落
話
」
を
司
っ
た
と
位
置
づ
け
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
太
史
公
自
序
で
、
も
っ
と
も
古
い
時
代
は
纈
項
と
尭
・
舜
の
時
代
で
あ
る
が
、
父
の
認
識
で
は
舜
の
時
代
が
最
古
で
あ
っ
た
。

　
つ
ぎ
に
父
は
、
歴
史
の
変
化
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
漢
の
武
前
が
元
封
元
年
（
前
一
一
〇
）
に
泰
山
で
封
禅
を
挙
行
し
よ
う

と
す
る
の
は
、
周
か
ら
一
〇
〇
〇
年
の
統
業
を
継
ぐ
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
代
々
「
天
官
」
を
司
る
家
系
で
あ
り
な
が
ら
参
加
で
き
な
い

た
め
、
息
子
に
太
史
と
な
っ
て
著
述
を
書
き
続
け
る
よ
う
に
委
託
し
た
。
そ
の
周
か
ら
漢
ま
で
の
歴
史
に
は
、
い
く
つ
か
の
盛
衰
が
あ
る

『
史
記
』
の
歴
史
観
と
叙
述
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五



五
六

と
す
る
。

　
ま
ず
周
の
礼
楽
な
ど
が
整
う
の
は
、
周
武
王
が
股
を
滅
ぼ
し
、
つ
ぎ
の
成
鳥
の
時
代
に
周
公
旦
が
補
佐
し
た
と
き
で
あ
る
。
そ
の
徳
を

評
価
す
る
な
か
で
、
周
の
始
祖
で
あ
る
后
稜
を
尊
ん
だ
と
述
べ
て
い
る
。
周
本
紀
で
は
、
こ
の
甘
言
の
母
・
姜
原
を
帝
馨
の
元
妃
と
伝
え

て
い
る
。
帝
馨
は
、
黄
帝
と
額
項
に
つ
づ
く
五
帝
に
あ
げ
ら
れ
、
こ
こ
で
は
周
の
始
祖
に
よ
っ
て
間
接
的
に
最
古
の
時
代
を
帝
馨
ま
で
遡

ら
せ
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
黄
帝
へ
の
言
及
は
な
い
。

　
そ
の
あ
と
周
は
、
属
王
と
卜
書
の
と
き
に
衰
退
と
混
乱
が
生
じ
て
、
王
道
が
欠
け
、
礼
楽
が
衰
え
た
。
こ
れ
は
属
王
の
出
奔
と
、
土
ハ
和

時
代
、
宣
王
の
即
位
を
へ
て
、
三
王
が
犬
戎
に
殺
さ
れ
る
事
件
を
指
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
平
王
が
半
煮
（
洛
陽
）
に
遷
都
し
て
、
春
秋
・

戦
国
時
代
を
む
か
え
る
。
こ
の
春
秋
時
代
の
末
に
孔
子
が
現
れ
て
、
周
の
礼
儀
制
度
の
復
興
を
試
み
た
。
そ
れ
は
「
詩
・
書
」
を
論
じ

「
春
秋
」
を
作
る
と
言
う
よ
う
に
、
「
六
芸
」
の
編
纂
と
礼
儀
の
復
興
で
あ
り
、
そ
の
時
代
を
『
春
秋
』
の
最
後
に
み
え
る
「
獲
麟
」
（
麟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　

を
獲
え
る
）
の
記
載
で
代
表
さ
せ
て
い
る
。
こ
れ
は
十
二
諸
侯
年
表
で
は
前
四
八
一
年
の
こ
と
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
孔
子
の
復
興
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
戦
国
時
代
に
な
る
と
諸
侯
国
が
互
い
に
兼
併
を
争
い
、
「
史
の
記
」
が
失
わ
れ
た
と
い
う
。

こ
れ
は
列
伝
第
七
十
の
説
明
に
み
え
る
よ
う
に
、
秦
の
焚
書
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
年
代
が
約
四
〇
〇
年
つ
づ
き
、
の
ち
に
武
帝
期

の
司
馬
父
子
に
受
け
継
が
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
歴
史
観
は
、
ふ
た
た
び
司
馬
遷
が
述
べ
て
い
る
。

　
　
太
史
公
日
。
先
人
有
言
。
自
周
公
卒
五
百
歳
而
有
孔
子
。
孔
子
卒
後
曽
於
今
五
百
歳
。
有
能
紹
明
世
。
正
易
傳
。
縫
春
秋
。
本
詩
書

　
　
禮
樂
之
際
。
意
在
斯
乎
。
意
在
斯
乎
。

　
こ
の
先
人
と
は
父
を
指
す
と
い
わ
れ
、
遺
言
と
あ
わ
せ
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
示
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
周
公
旦
の
死
…
…
属
王
・
幽
王
の
混
乱
…
…
孔
子
ま
で
　
　
　
　
　
　
　
（
約
五
〇
〇
年
）



　
　
孔
子
の
死
…
…
戦
国
の
混
乱
、
秦
代
の
焚
書
…
…
漢
武
帝
ま
で
　
　
　
　
（
墨
画
〇
〇
年
）

　
こ
の
よ
う
に
司
馬
談
の
歴
史
観
を
み
る
と
、
も
っ
と
も
古
く
は
舜
の
時
代
で
あ
り
、
直
接
的
に
は
周
王
朝
か
ら
漢
儒
に
接
続
さ
せ
て
い

る
。
ま
た
周
の
始
祖
を
述
べ
る
な
か
で
、
帝
馨
の
元
妃
か
ら
生
ま
れ
た
后
櫻
の
評
価
を
記
し
て
い
る
。
そ
し
て
周
公
旦
か
ら
孔
子
ま
で
が

五
〇
〇
年
、
孔
子
の
卒
か
ら
自
分
た
ち
父
子
ま
で
が
五
〇
〇
年
と
い
う
天
変
に
対
応
す
る
認
識
を
示
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
歴
史
観
と
ほ
ぼ
共
通
す
る
の
が
、
『
史
記
」
封
禅
書
の
始
ま
り
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
古
の
天
命
を
う
け
た
帝
王
が
封
禅
を

重
ん
じ
た
こ
と
を
述
べ
、
「
尚
書
」
を
引
い
て
帝
舜
か
ら
始
め
て
い
る
。

　
　
自
古
受
命
帝
王
。
雲
離
不
省
電
。
蓋
有
無
其
黒
黒
用
事
者
　
。
未
有
賭
幕
屋
見
而
不
錬
乎
泰
山
者
也
。
雌
受
命
而
器
量
至
。
至
梁
父

　
　
　
遺
徳
不
治
。
沿
　
而
日
有
望
暇
給
。
是
以
即
事
用
希
。
子
日
。
三
年
不
空
屋
、
禮
耳
許
。
三
年
不
爲
樂
。
樂
必
壊
。
毎
世
之
隆
。

　
　
則
封
暉
答
焉
。
及
諸
書
息
。
蕨
豊
島
者
千
有
態
載
。
近
者
敷
百
載
。
故
其
儀
閾
然
早
書
。
其
詳
不
可
得
而
記
聞
云
。

　
　
尚
書
日
。
津
具
旋
磯
玉
衡
。
以
齊
七
型
。
遂
汐
干
上
帝
。
禮
干
害
宗
。
望
山
川
。
偏
肇
神
。
輯
棋
譜
。
澤
吉
月
日
。
見
四
書
諸
牧
。

　
　
牛
津
。
歳
二
月
。
東
巡
狩
。
最
早
岱
宗
。
岱
宗
。
泰
山
也
。
柴
望
秩
干
山
川
。
遂
期
東
后
。
東
后
者
。
諸
侯
也
。
合
艶
話
。
正
日
。

　
　
同
律
度
量
衡
。
修
整
禮
。
五
玉
三
常
二
生
一
死
蟄
。
五
月
。
巡
狩
至
南
岳
。
南
岳
。
里
山
也
。
八
月
。
蛍
狩
至
西
岳
。
西
岳
。
華
山

　
　
也
。
十
一
月
。
巡
狩
至
北
岳
。
北
岳
。
恒
山
也
。
皆
如
岱
宗
之
禮
。
中
世
。
嵩
高
也
。
五
載
一
巡
狩
。
禺
遵
之
。

　
こ
こ
で
舜
は
、
一
年
の
う
ち
二
月
に
東
巡
し
て
泰
山
を
祭
り
、
五
月
に
南
巡
し
て
学
士
、
八
月
に
西
巡
し
て
華
山
、
十
一
月
に
北
下
し

て
恒
山
を
祭
り
、
中
岳
の
西
山
を
祭
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
五
年
ご
と
に
巡
警
し
、
夏
王
朝
の
始
祖
と
な
る
萬
も
こ
れ
を
遵

守
し
た
と
伝
え
る
。
こ
の
封
禅
書
の
始
ま
り
は
、
封
禅
を
重
視
す
る
司
馬
談
の
歴
史
観
と
共
通
し
て
い
る
。

　
し
た
が
っ
て
封
禅
書
の
記
述
を
み
る
と
、
舜
が
封
禅
を
始
め
、
そ
れ
を
漢
武
帝
が
受
け
継
ぐ
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
た
だ
し
封
禅
書
は
、
武
帝
の
第
一
回
の
封
禅
の
あ
と
も
記
載
が
つ
づ
く
が
、
そ
の
封
禅
の
思
想
に
舜
か
ら
漢
甘
言
へ
と
い
う
年
代
認

『
史
記
」
の
歴
史
観
と
叙
述

五
七



五
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
　

識
が
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
司
馬
談
が
、
封
禅
に
参
加
で
き
ず
憤
死
し
よ
う
と
し
た
背
景
と
あ
わ
せ
て
み
る
と
、
か
れ

が
武
帝
の
封
禅
を
時
代
の
画
期
と
し
て
い
た
こ
と
が
よ
く
理
解
で
き
よ
う
。
こ
れ
が
一
つ
の
歴
史
観
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
司
馬
遷
の
歴
史
観
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
ま
『
史
記
」
に
み
え
る
最
終
的
な
著
述
範
囲
を
司
馬
遷
の

思
想
と
す
れ
ば
、
太
史
公
自
序
の
冒
頭
で
は
舜
よ
り
早
い
尭
の
時
代
か
ら
始
ま
り
を
記
し
て
い
た
。
し
か
し
さ
ら
に
父
の
歴
史
観
と
違
う

の
は
、
列
伝
第
七
十
の
著
述
範
囲
の
説
明
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
一
方
で
「
陶
芸
（
尭
）
以
来
か
ら
麟
止
に
至
る
」
と
し
な
が
ら
、
別
に

「
黄
帝
よ
り
始
め
る
」
と
い
い
、
最
後
の
部
分
に
は
「
黄
帝
よ
り
以
来
、
太
初
に
至
っ
て
お
わ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
ま
た
本
紀
の
編
集
意
図
を
述
べ
た
部
分
で
も
、
上
は
早
言
（
黄
帝
）
か
ら
下
は
こ
こ
（
武
帝
）
に
至
る
と
述
べ
て
い
る
。

　
　
岡
妻
子
下
放
失
奮
聞
。
王
迩
所
興
。
原
始
語
弊
。
見
盛
観
衰
。
論
考
之
行
事
。
豊
艶
三
代
。
録
秦
漢
。
上
記
軒
韓
。
下
溝
干
藪
。
著

　
　
十
二
本
紀
。
既
科
條
之
　
。

　
こ
れ
ら
は
司
馬
談
が
封
禅
の
由
来
を
述
べ
て
、
舜
か
ら
漢
武
帝
ま
で
を
時
代
の
画
期
と
し
、
あ
る
い
は
「
尭
か
ら
麟
止
に
至
る
」
と
す

る
の
に
対
し
て
、
始
ま
り
を
黄
帝
ま
で
遡
ら
せ
、
終
わ
り
を
「
太
初
年
間
」
ま
で
延
長
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
黄
帝
ま
で
遡
ら

せ
た
の
は
、
ど
の
よ
う
な
社
会
背
景
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
ま
ず
想
定
で
き
る
こ
と
は
、
漢
代
に
黄
帝
を
重
ん
じ
る
風
潮
の
影
響
で
あ
る
。
た
と
え
ば
封
禅
書
に
は
、
紛
陰
で
奇
書
（
土
地
神
）
を

祭
り
宝
鼎
を
得
た
あ
と
、
月
の
朔
旦
が
冬
至
に
あ
た
る
の
は
黄
帝
の
と
き
と
同
じ
と
進
言
す
る
者
や
、
た
だ
黄
帝
だ
け
が
泰
山
に
登
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

封
禅
を
し
た
と
言
う
者
が
現
れ
た
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
武
勲
は
黄
帝
が
昇
天
し
た
話
を
聞
い
て
、
「
私
が
黄
帝
の
よ
う
に
な
れ
れ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　

妻
子
を
去
る
こ
と
は
藁
ぐ
つ
を
脱
ぐ
よ
う
な
も
の
だ
」
と
言
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
残
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
封
禅
書
で
は
、
武
並
が
第
一
回

の
封
禅
に
先
だ
っ
て
黄
帝
の
墓
を
祭
っ
て
い
る
。

　
　
元
朝
年
冬
。
上
議
日
。
古
者
先
揺
兵
軍
旅
。
然
後
封
暉
。
乃
下
北
巡
朔
方
。
勒
聾
心
懸
橋
。
還
祭
黄
帝
家
橋
山
。
繹
兵
須
如
。
上
日
。



　
　
吾
聞
黄
帝
不
死
。
今
有
家
最
早
。
或
某
日
。
黄
帝
已
倦
上
天
。
群
臣
葬
其
衣
冠
。
詩
思
甘
泉
。
眉
墨
用
事
泰
山
。
先
類
祠
太
一
。

　
こ
の
ほ
か
『
史
記
」
五
帝
本
紀
の
論
賛
で
は
、
『
尚
書
」
に
み
え
る
尭
よ
り
以
前
に
、
聖
訓
で
は
な
い
と
し
て
も
百
家
の
語
に
黄
帝
の

こ
と
を
記
し
、
「
五
帝
徳
」
「
帝
繋
姓
」
な
ど
に
み
え
る
と
い
う
。
ま
た
司
馬
遷
自
身
の
旅
行
の
印
象
と
し
て
、
黄
帝
と
尭
・
舜
ゆ
か
り
の

地
に
風
教
の
違
い
を
感
じ
た
と
述
べ
て
い
る
。

　
　
太
史
公
日
。
學
者
多
稻
五
帝
。
尚
　
。
然
尚
書
猫
言
書
以
來
。
而
百
家
言
黄
帝
。
其
文
不
雅
馴
。
薦
紳
先
生
至
言
之
。
孔
子
所
傳
宰

　
　
予
問
・
五
帝
踏
張
帝
繋
姓
。
儒
者
或
不
慮
。
余
響
西
霞
空
桐
。
北
浦
望
事
。
東
漸
平
海
。
南
背
面
准
　
。
至
長
老
皆
各
往
往
構
黄
帝
・

　
　
尭
・
舜
之
慮
。
風
教
固
殊
焉
。
縛
之
不
離
古
文
認
諾
是
。
予
観
春
秋
・
思
者
。
其
獲
明
五
帝
徳
・
帝
潜
思
章
　
。
顧
弟
弗
深
考
。
其

　
　
所
表
見
皆
不
虚
。
墨
金
有
聞
　
。
明
認
乃
時
時
見
於
愚
論
。
非
好
學
深
思
。
心
知
其
意
。
固
難
爲
瞥
見
寡
聞
道
也
。
余
井
語
次
。
澤

　
　
其
言
尤
雅
者
。
故
著
爲
本
紀
書
首
。

　
こ
れ
ら
は
黄
帝
を
諸
国
の
始
祖
と
み
な
し
、
伝
説
の
由
来
に
根
拠
を
求
め
る
風
潮
を
示
し
て
い
る
。

　
つ
ぎ
に
『
史
記
」
五
帝
本
紀
の
末
尾
に
は
、
黄
帝
か
ら
舜
、
禺
は
み
な
同
姓
で
国
号
が
異
な
る
だ
け
と
述
べ
、
黄
帝
を
諸
国
の
始
祖
と

　
　
　
　
　
　
　
け
　

位
置
づ
け
て
い
る
。
こ
れ
は
三
代
世
表
の
開
始
と
同
じ
で
あ
る
。

　
し
か
し
黄
帝
を
始
ま
り
と
す
る
の
は
、
さ
ら
に
天
命
の
起
点
と
終
点
、
あ
る
い
は
諸
制
度
の
起
源
を
規
定
す
る
歴
史
観
と
も
関
連
す
る

と
お
も
わ
れ
る
。
そ
れ
は
暦
書
の
記
述
に
対
応
し
て
い
る
。

　
『
史
記
」
暦
書
の
冒
頭
に
は
、
王
者
が
天
命
を
受
け
る
と
き
、
か
な
ら
ず
初
あ
を
つ
つ
し
み
、
暦
を
正
し
て
皆
色
を
か
え
、
天
元
（
天

の
運
行
）
を
推
し
は
か
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
そ
の
あ
と
太
史
公
の
論
賛
で
は
、
最
初
に
星
暦
を
定
め
た
の
は
黄
帝
で
あ
り
、
顎
項
、

尭
、
舜
や
夏
・
股
・
周
の
時
代
を
へ
て
、
漢
の
武
帝
の
と
き
署
し
て
、
黄
帝
に
な
ら
っ
て
暦
数
を
定
め
る
記
述
で
終
え
て
い
る
。
こ
れ
は

暦
数
の
始
ま
り
を
黄
帝
と
し
、
武
闘
の
太
初
元
年
の
改
暦
で
復
興
す
る
と
位
置
づ
け
た
こ
と
に
な
る
。

『
史
記
』
の
歴
史
観
と
叙
述

五
九



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇

　
　
太
史
公
日
。
神
農
以
前
尚
　
。
蓋
黄
帝
考
定
星
歴
。
建
立
五
行
。
起
消
息
。
正
閏
齢
。
雪
嶺
有
天
地
神
祇
物
類
之
官
。
是
謂
五
官
。

　
　
各
司
悪
闘
。
不
相
齪
也
。
民
是
以
能
有
信
。
神
是
以
能
有
明
徳
。
盟
神
異
業
。
敬
而
不
漬
。
故
神
降
之
嘉
生
。
民
以
物
量
。
災
禍
不

　
　
生
。
所
求
不
置
。
…
－

　
　
至
今
上
即
位
。
招
致
方
士
唐
都
。
分
其
天
啓
。
而
巴
落
下
闘
運
算
早
老
。
然
後
日
辰
之
度
。
與
夏
正
同
。
乃
改
元
。
軍
官
號
。
封
泰

　
　
山
。
因
詔
御
史
日
。
乃
者
有
司
言
二
度
之
未
定
也
。
廣
延
宣
問
。
亘
理
星
度
。
未
能
虐
也
。
蓋
聞
昔
者
黄
帝
合
着
不
死
。
名
田
度
験
。

　
　
定
清
濁
。
起
五
部
。
屋
漏
物
分
藪
。
無
蓋
尚
　
。
書
書
崩
弛
。
朕
甚
総
督
。
朕
悪
留
能
循
明
也
。
紬
績
日
分
。
差
担
水
徳
之
勝
。
今

　
　
日
順
夏
至
。
黄
鐘
講
習
。
林
鐘
爲
徴
。
掛
官
早
智
。
南
呂
爲
羽
。
姑
洗
甲
高
。
自
是
以
後
。
氣
復
讐
。
扁
螺
復
清
。
名
復
正
攣
。
以

　
　
至
子
日
當
冬
至
。
則
陰
陽
離
合
之
道
行
焉
。
十
一
月
甲
子
朔
旦
冬
至
手
脚
。
丁
丁
以
七
年
爲
太
初
元
年
。

　
し
た
が
っ
て
司
馬
遷
が
、
父
と
は
違
っ
て
黄
帝
に
始
ま
り
武
帝
の
太
初
改
暦
に
終
わ
る
と
い
う
歴
史
観
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

黄
帝
を
称
え
る
当
時
の
風
潮
に
よ
る
影
響
か
も
し
れ
な
い
が
、
な
に
よ
り
も
星
暦
や
、
制
度
改
革
の
終
始
を
重
ん
じ
た
か
ら
で
は
な
か
ろ

う
か
。
こ
れ
は
封
禅
の
と
き
亡
く
な
っ
た
父
に
は
み
ら
れ
な
い
発
想
で
あ
り
、
司
馬
遷
、
の
よ
う
に
太
初
改
暦
に
従
事
し
て
、
は
じ
め
て
時

代
の
画
期
と
す
る
思
想
が
生
ま
れ
て
く
る
は
ず
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
『
史
記
」
に
み
え
る
二
つ
の
歴
史
観
は
、
同
じ
太
史
令
で
あ
り
な
が
ら
父
と
司
馬
遷
の
立
場
か
ら
、
封
禅
を
時
代
の
画
期

と
み
る
か
、
あ
る
い
は
太
初
改
暦
を
画
期
と
み
る
か
と
い
う
社
会
情
勢
が
影
響
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
お
も
わ
れ
る
。

二
　
古
代
本
紀
と
表
の
歴
史
観

こ
れ
ま
で
『
史
記
』
に
は
二
つ
の
歴
史
観
が
み
ら
れ
、
そ
れ
を
父
と
司
馬
遷
の
立
場
に
よ
る
違
い
で
は
な
い
か
と
推
測
し
た
。
し
か
し



『
史
記
』
の
構
成
を
み
る
と
、
司
馬
遷
の
歴
史
観
が
必
ず
し
も
反
映
さ
れ
た
叙
述
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
こ
の
点
を
、
『
史
記
』
本
紀
と

表
を
中
心
に
分
析
し
て
み
よ
う
。

　
『
史
記
』
本
紀
の
十
二
篇
は
、
天
命
に
よ
る
王
者
を
述
べ
た
部
門
で
あ
る
。

　
　
巻
一
、
五
帝
本
紀
（
黄
帝
、
纈
項
、
帝
馨
、
尭
、
舜
）

　
　
巻
二
夏
本
紀
（
禺
が
始
祖
）

　
　
巻
三
殿
本
紀
（
帝
響
の
次
妃
・
簡
狭
を
母
と
す
る
契
が
始
祖
）

　
　
巻
四
周
本
紀
（
帝
馨
の
元
妃
・
姜
原
を
母
と
す
る
后
穰
が
始
祖
）

　
　
巻
五
秦
本
紀
（
額
項
の
子
孫
、
女
脩
を
母
と
す
る
大
業
が
始
祖
）

　
　
巻
六
秦
始
皇
本
紀

　
　
巻
七
項
羽
本
紀
、
巻
八
高
祖
本
紀
、
巻
九
呂
后
本
紀

　
　
巻
一
〇
孝
文
本
紀
、
巻
一
一
孝
景
本
紀
、
巻
一
二
孝
武
（
今
上
）
本
紀

　
こ
れ
は
ほ
ぼ
古
代
の
通
史
と
な
っ
て
お
り
、
歴
史
の
変
遷
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
う
ち
五
帝
本
紀
の
尭
、
舜
よ
り
以
降
と
夏
、

股
、
周
本
紀
の
歴
史
は
、
天
命
に
よ
っ
て
移
動
す
る
と
い
う
観
念
が
み
ら
れ
、
そ
の
編
集
意
図
を
自
序
で
は
「
天
下
の
放
失
せ
る
旧
聞
を

父
無
し
、
三
跡
の
興
る
所
、
始
め
を
原
ね
終
り
を
察
し
、
盛
ん
な
る
を
見
て
衰
え
る
を
観
て
、
之
が
行
事
を
論
考
す
。
略
ぼ
三
代
を
推
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　

秦
漢
を
録
す
。
上
は
軒
韓
を
記
し
、
下
は
薮
に
至
る
。
十
二
本
紀
を
著
し
、
既
に
之
を
科
課
せ
り
」
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
こ
こ
で
問

題
と
す
る
の
は
、
そ
の
歴
史
観
と
叙
述
と
の
関
係
で
あ
る
。

　
『
史
記
』
五
帝
本
紀
は
、
黄
帝
に
始
ま
り
、
司
馬
遷
は
そ
の
来
源
を
百
家
の
雑
語
や
「
五
帝
徳
」
「
帝
下
姓
」
な
ど
と
述
べ
て
い
た
。

そ
れ
は
ま
た
『
史
記
』
巻
一
三
、
三
代
世
表
の
論
賛
で
も
、
ほ
ぼ
同
じ
記
述
を
し
て
い
る
。

　
　
『
史
記
」
の
歴
史
観
と
叙
述
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一



六
二

　
　
太
史
公
日
。
…
…
余
讃
塾
図
。
黄
帝
以
來
検
事
年
豆
。
稽
其
暴
露
諜
終
始
五
徳
之
傳
。
古
文
威
不
同
乖
異
。
夫
子
之
目
論
次
其
年
月
。

　
　
壼
虚
哉
。
於
是
以
五
帝
繋
諜
・
尚
書
集
世
。
紀
黄
帝
以
早
着
共
和
。
爲
世
表
。

　
こ
こ
で
は
黄
帝
よ
り
以
来
の
年
数
を
記
す
資
料
も
存
在
し
た
が
、
そ
の
年
月
が
異
な
る
の
で
司
馬
遷
は
採
用
せ
ず
、
「
五
帝
繋
諜
」
「
尚

書
集
世
」
に
よ
っ
て
世
説
だ
け
と
し
た
。
索
隠
の
注
に
よ
れ
ば
、
『
大
戴
礼
」
に
「
五
帝
徳
」
「
帝
繋
」
篇
が
あ
り
、
司
馬
遷
は
こ
の
二
篇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

の
諜
と
『
尚
書
』
の
記
述
を
取
っ
て
、
黄
帝
よ
り
以
来
の
世
表
を
作
っ
た
と
み
な
し
て
い
る
。

　
た
し
か
に
『
大
幣
礼
』
五
帝
徳
篇
に
は
、
宰
予
の
問
い
に
対
す
る
「
孔
子
日
」
の
部
分
に
五
帝
本
紀
の
黄
帝
と
帝
額
項
、
帝
業
の
叙
述

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　

に
同
じ
文
章
が
み
ら
れ
、
『
史
記
」
の
ほ
う
が
黄
帝
の
記
述
に
若
干
の
追
加
を
し
て
い
る
。
ま
た
『
大
器
礼
」
帝
劇
篇
で
は
、
「
黄
帝
居
軒

韓
之
丘
。
若
干
西
陵
氏
之
子
。
謂
螺
之
祖
氏
」
な
ど
の
記
事
が
五
帝
本
紀
と
共
通
し
、
黄
帝
以
下
の
系
譜
は
三
代
世
表
と
も
共
通
し
て
い

　
あ
　

る
。　

こ
う
し
て
み
る
と
、
五
帝
本
紀
の
黄
帝
と
顎
項
、
帝
馨
の
記
述
は
『
大
戴
礼
』
五
帝
徳
、
古
習
篇
と
共
通
す
る
資
料
を
も
と
に
し
て
、

そ
こ
に
若
干
の
記
述
を
加
え
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
で
は
黄
帝
の
叙
述
は
、
『
史
記
』
全
体
の
な
か
で
、
ど
の
よ
う
な
位
置
を
占
め
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
す
で
に
み
た
よ
う
に
黄
帝
は
暦
の
制
定
な
ど
の
創
始
者
で
あ
り
、
そ
の
後
の
系
譜
の
ル
ー
ツ
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
位
置
づ
け
は
、
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　

代
特
認
と
『
史
記
』
暦
書
に
土
ハ
通
し
て
い
る
が
、
そ
の
ほ
か
青
書
と
天
達
書
に
も
通
じ
て
い
る
。
し
か
し
歴
史
の
叙
述
と
し
て
み
れ
ば
、

黄
帝
の
位
置
づ
け
は
、
必
ず
し
も
後
の
歴
史
に
接
続
し
て
い
な
い
。

　
五
帝
本
紀
で
は
、
神
農
氏
の
世
に
諸
侯
が
互
い
に
争
っ
た
が
、
そ
れ
を
軒
韓
が
徳
を
修
め
て
征
伐
し
、
そ
の
た
め
諸
侯
が
推
戴
し
て
神

農
氏
に
か
わ
っ
て
黄
帝
に
し
た
と
述
べ
る
。
そ
の
｝
つ
が
、
阪
泉
の
野
で
炎
帝
と
戦
い
、
ま
た
琢
鹿
の
野
で
量
質
と
戦
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
天
下
の
順
わ
な
い
者
を
征
伐
し
、
東
は
丸
山
と
泰
山
に
登
り
、
西
は
空
華
に
至
っ
て
鶏
頭
山
に
登
り
、
南
は
長
江
に
至
っ
て
熊
山
、



春
山
に
登
り
、
北
は
二
極
の
異
民
族
を
追
っ
て
、
釜
山
で
諸
侯
と
符
を
合
わ
せ
た
と
い
う
。
そ
の
あ
と
黄
帝
は
、
琢
鹿
の
野
に
居
住
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ロ
　

万
国
を
な
び
か
せ
、
亡
く
な
っ
た
後
は
橋
山
に
葬
ら
れ
た
。

　
と
こ
ろ
が
そ
の
後
は
、
「
其
西
霞
意
之
子
高
蔓
立
。
是
爲
帝
二
項
也
。
帝
纈
項
二
元
者
。
黄
帝
皇
孫
而
昌
昌
之
子
也
。
…
…
」
と
述
べ
、

ま
た
「
帝
顎
下
生
子
日
窮
蝉
。
顎
項
崩
。
而
玄
器
雲
雨
高
評
立
。
是
爲
帝
馨
。
帝
馨
全
量
者
。
黄
帝
之
曾
孫
也
。
…
…
」
と
あ
る
よ
う
に
、

系
譜
の
接
続
を
記
す
だ
け
で
、
そ
の
記
載
も
『
大
戴
礼
』
五
帝
徳
篇
と
ほ
ぼ
共
通
し
て
い
た
。
こ
れ
は
天
命
に
よ
る
王
者
の
移
動
と
い
う

よ
り
は
、
む
し
ろ
黄
帝
に
始
ま
る
徳
の
継
承
に
つ
い
て
、
額
項
と
帝
馨
ま
で
の
系
譜
を
述
べ
た
に
す
ぎ
な
い
。
そ
し
て
具
体
的
に
王
者
の

事
績
が
叙
述
さ
れ
る
の
は
、
尭
よ
り
以
降
、
舜
、
そ
し
て
夏
王
朝
を
始
め
た
萬
の
叙
述
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
叙
述
は
先
人
が
指
摘
す
る
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
　

う
に
、
『
書
経
』
尭
典
や
舜
典
、
禺
貢
な
ど
を
は
じ
め
、
他
の
文
献
と
共
通
す
る
部
分
が
あ
る
。

　
こ
う
し
た
天
命
の
移
動
と
い
う
観
念
は
、
『
史
記
』
夏
本
紀
と
股
本
紀
の
叙
述
や
論
賛
に
よ
く
示
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
夏
本
紀
の

末
に
は
、
暴
君
と
し
て
の
桀
王
に
股
の
湯
王
が
代
わ
る
こ
と
を
示
す
。

　
　
帝
桀
之
時
。
自
孔
甲
以
來
而
諸
侯
多
畔
。
夏
桀
不
信
徳
而
武
傷
百
姓
。
百
姓
薫
習
。
酒
召
湯
而
囚
之
夏
墓
。
已
下
繹
之
。
湯
修
徳
。

　
　
諸
侯
皆
指
湯
。
湯
陣
雲
兵
具
伐
夏
桀
。
選
曲
鳴
條
。
遂
放
而
死
。
桀
謂
人
日
。
吾
悔
不
遂
殺
黒
地
夏
墓
。
使
至
此
。
湯
煙
践
天
子
位
。

　
　
代
夏
朝
天
下
。
湯
封
夏
之
後
。
至
周
封
於
杞
也
。

　
ま
た
論
賛
に
は
、
萬
の
氏
族
と
、
禺
の
終
焉
の
地
（
会
稽
）
を
記
し
て
い
る
つ

　
　
太
史
重
日
。
萬
爲
姐
姓
。
其
後
分
封
。
用
國
爲
姓
。
故
吾
下
官
氏
・
有
飯
氏
・
有
男
氏
・
斜
尋
氏
・
形
城
氏
・
褒
氏
・
費
氏
・
杞
氏
・

　
　
繕
氏
・
辛
氏
・
冥
氏
・
掛
帯
父
氏
。
孔
子
正
夏
時
。
記
者
多
傳
夏
小
正
門
。
自
虞
・
夏
時
。
貢
産
繭
　
。
或
言
出
會
諸
侯
江
南
。
計

　
　
功
而
崩
。
因
葬
焉
。
命
日
會
稽
。
會
稽
者
。
會
計
也
。

　
『
史
記
』
股
本
紀
の
末
で
は
、
ふ
た
た
び
暴
君
と
し
て
の
紺
王
が
、
周
武
王
に
代
わ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
『
史
記
』
の
歴
史
観
と
叙
述
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
三



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
四

　
　
約
愈
淫
齪
不
止
。
微
子
藪
諌
不
漁
。
曇
声
大
師
・
少
師
謀
。
遂
去
。
比
即
日
。
爲
人
臣
者
。
不
得
不
以
死
争
。
年
強
諌
紺
。
紺
三
日
。

　
　
即
詰
聖
人
心
有
七
号
。
剖
比
干
観
聾
心
。
駅
子
催
。
合
帯
狂
鷲
鼻
。
試
写
囚
之
。
股
之
大
師
・
少
師
乃
持
其
祭
樂
器
奔
周
。
周
武
王

　
　
於
影
響
率
諸
侯
伐
村
。
紺
革
嚢
兵
長
之
牧
野
。
甲
子
日
。
村
兵
敗
。
紺
走
入
登
津
軽
。
誰
其
寳
玉
衣
。
赴
火
燈
死
。
発
送
王
遂
斬
紺

　
　
頭
。
縣
之
白
旗
。
殺
姐
己
。
繹
踏
固
之
囚
。
封
比
干
国
宝
。
表
整
容
之
閻
。
律
動
子
武
庚
・
緑
父
。
以
績
股
祀
。
令
修
行
二
胡
之
政
。

　
　
股
民
大
論
。
於
是
周
武
王
爲
天
子
。
其
後
世
財
帝
號
。
號
爲
王
。
無
封
股
後
継
諸
侯
。
屡
周
。

　
ま
た
そ
の
論
賛
に
は
、
契
か
ら
二
百
以
来
の
こ
と
を
『
書
』
『
詩
』
か
ら
採
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。

　
　
太
史
鳥
脇
。
余
以
頒
平
語
之
事
。
自
縛
湯
以
來
。
采
於
嘉
詩
。
契
爲
子
姓
。
其
後
分
封
。
即
身
爲
姓
。
有
股
氏
・
來
氏
・
黒
氏
・
空

　
　
桐
氏
・
稚
氏
・
北
股
氏
・
目
夷
氏
。
孔
子
日
。
股
路
車
爲
善
。
而
色
里
白
。

　
し
た
が
っ
て
『
史
記
』
五
帝
本
紀
で
は
、
黄
帝
を
始
祖
と
位
置
づ
け
て
い
る
が
、
そ
の
歴
史
叙
述
か
ら
み
れ
ば
事
項
、
帝
馨
ま
で
は
系

譜
を
示
す
だ
け
で
直
接
的
に
天
命
の
移
動
を
記
し
て
お
ら
ず
、
そ
れ
は
尭
か
ら
舜
に
至
っ
て
は
じ
め
て
接
続
し
、
夏
本
紀
と
股
本
紀
に
つ

づ
く
こ
と
に
な
る
。
こ
の
意
味
で
『
史
記
」
で
は
、
通
史
と
し
て
の
起
点
を
黄
帝
に
置
い
て
い
る
が
、
そ
の
天
命
の
移
動
と
盛
衰
を
探
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

歴
史
叙
述
の
中
心
は
、
父
が
述
べ
た
よ
う
に
尭
と
舜
よ
り
以
下
に
あ
る
と
い
う
見
方
も
で
き
よ
う
。

　
そ
れ
で
は
『
史
記
』
本
紀
と
表
の
歴
史
観
と
は
、
ど
の
よ
う
な
関
係
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
十
表
の
構
成
は
、
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
巻
一
三
、
三
代
世
表
（
五
帝
か
ら
夏
、
股
、
周
の
令
書
、
共
和
時
代
ま
で
）

　
　
巻
一
四
、
十
二
諸
侯
年
表
（
周
の
共
和
か
ら
、
孔
子
の
死
、
周
の
諸
王
ま
で
）

　
　
巻
一
五
、
六
国
年
表
（
周
の
元
王
元
年
か
ら
秦
始
皇
帝
、
二
世
皇
帝
三
年
ま
で
）

　
　
巻
一
六
、
秦
楚
之
際
月
表
（
秦
二
世
元
年
か
ら
項
羽
の
死
、
漢
五
年
ま
で
）

　
　
巻
一
七
、
漢
興
以
来
諸
侯
王
年
表
（
以
下
は
漢
代
の
諸
表
）



　
　
巻
一
八
、
高
祖
功
臣
侯
者
年
表
、
巻
一
九
恵
景
間
侯
者
年
表

　
　
巻
二
〇
、
建
元
以
来
侯
者
年
表
、
巻
二
一
建
元
巳
来
王
子
侯
者
年
表

　
　
巻
二
二
、
漢
興
以
来
将
相
名
臣
年
表

　
こ
こ
で
と
く
に
問
題
と
な
る
の
は
、
『
史
記
』
本
紀
と
三
代
世
表
（
以
下
、
世
表
）
、
十
二
諸
侯
年
表
（
以
下
、
諸
侯
年
表
）
と
の
関
係

で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
二
つ
の
表
に
は
、
中
国
で
最
初
の
紀
年
と
な
る
「
共
和
」
が
記
さ
れ
、
本
紀
と
は
異
な
る
時
代
区
分
と
な
っ
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　

　
こ
れ
に
つ
い
て
伊
藤
徳
男
氏
は
、
『
史
記
』
十
表
の
構
成
を
分
析
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
『
史
記
』
本
紀

は
王
朝
交
替
の
歴
史
を
述
べ
る
の
に
対
し
て
、
三
代
目
表
と
十
二
諸
侯
年
表
、
六
国
年
表
は
、
王
朝
や
歴
史
上
の
大
事
件
を
区
分
と
す
る

も
の
で
は
な
く
、
封
建
制
度
の
視
点
か
ら
中
国
民
族
の
歴
史
を
示
し
た
も
の
と
す
る
。
た
と
え
ば
三
代
世
表
は
、
封
建
制
度
の
衰
退
を
示

す
周
特
認
の
出
奔
で
終
っ
て
お
り
、
十
二
諸
侯
年
表
が
最
後
に
孔
子
の
死
ま
で
を
記
す
の
は
、
封
建
制
度
の
再
建
が
絶
望
に
な
っ
た
こ
と

を
表
し
て
い
る
。
ま
た
六
国
年
表
は
、
秦
帝
国
の
郡
県
制
度
の
施
行
ま
で
を
記
し
て
、
封
建
制
度
の
消
滅
を
表
す
と
い
う
。
し
た
が
っ
て

司
馬
遷
は
、
『
史
記
」
五
帝
本
紀
か
ら
秦
始
皇
本
紀
ま
で
「
五
帝
三
王
」
の
通
説
に
従
い
な
が
ら
、
む
し
ろ
表
一
、
二
、
三
の
部
門
で
自

己
の
封
建
を
重
ん
じ
る
歴
史
観
を
残
し
た
も
の
と
す
る
。

　
そ
れ
で
は
『
史
記
」
本
紀
の
歴
史
観
と
、
三
代
世
嫡
、
十
二
諸
侯
年
表
の
区
分
は
、
な
ぜ
異
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
ま
『
史
記
』
三

代
黒
表
の
前
半
と
後
半
を
一
覧
し
、
ま
た
先
行
資
料
と
の
関
係
を
考
え
れ
ば
、
そ
こ
に
別
の
見
方
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
お
も
う
。

そ
れ
は
十
表
で
は
、
本
紀
に
み
た
歴
史
観
よ
り
も
、
司
馬
遷
が
入
手
し
判
断
し
た
素
材
の
あ
り
方
に
制
約
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
司
馬
遷
は
、
み
ず
か
ら
論
賛
で
、
年
代
を
記
し
た
資
料
を
捨
て
て
「
五
帝
徳
」
「
帝
繋
姓
」
や
『
尚
書
』
か
ら
「
共
和
」

ま
で
の
三
代
雲
表
を
作
っ
た
と
述
べ
る
よ
う
に
、
か
れ
は
年
代
の
開
始
を
「
共
和
元
年
」
と
す
る
資
料
に
も
と
づ
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ

『
史
記
』
の
歴
史
観
と
叙
述

六
五



六
六

表
1
　
三
代
世
表
（
前
半
）
の
構
成

帝
王
世
国
号

額
項
属

借
属

発
属

舜
属

夏
属

股
属

軍
属

黄
帝
山
蔓
熊
。

黄
帝
崇
重
意

黄
帝
生
量
器

黄
帝
生
卒
中

黄
帝
生
桑
中

黄
帝
生
昌
意

黄
帝
生
玄
麗

黄
帝
生
玄
早

笛
頴
項
黄
帝
孫
。
起
黄
帝
至
至
善
三
世
。

昌
意
生
時
項
。
為
高
望
氏
。

玄
器
財
嬌
極
。

玄
三
生
嬌
極
。
二
言
生
纈
項
。
額
元
生
窮
蝉
。

昌
意
生
額
項
。
玄
器
生
至
極
。
嬌
元
生
三
三
。

玄
器
楽
雲
量
。
嬌
筆
生
高
辛
。

帝
借
黄
帝
曾
孫
。
　
起
黄
帝
三
二
露
呈
世
。
坐
高
辛
。

嬌
極
壁
高
辛
為
帝
借
。

嬌
右
表
高
年
。
高
話
生
放
助
。

窮
蝉
生
敬
康
。
敬
康
生
句
望
。

高
言
生
禽
。

高
弥
生
后
稜
為
周
祖
。

放
動
為
発
。

句
望
生
蟷
牛
。
嬌
元
生
普
聖
。

嵩
為
殿
祖
。

后
櫻
生
不
当
。

帝
舜
。
黄
帝
玄
孫
之
玄
孫
。
号
虞
。

警
元
生
重
華
。
是
為
帝
舜
。

額
項
生
縣
。
蘇
生
文
命
。

寓
生
昭
明
。

不
窩
生
鞠
。

帝
萬
。
黄
帝
愛
孫
。
号
夏
。

文
命
為
禺
。

昭
明
生
相
土
。

義
挙
公
劉
。

帝
啓
。
伐
有
雇
。
作
甘
誓
。

相
土
生
相
若
。

公
劉
生
慶
節
。

堅
太
康
。

相
若
生
曹
園
。
曹
園
生
冥
。

慶
節
生
皇
僕
。
皇
室
生
差
弗
。

帝
仲
康
。
太
野
望
。

冥
罰
振
。

差
弗
生
子
楡
。
殿
筆
生
公
非
。

帝
相
。

振
生
微
。
微
生
四
丁
。

公
非
生
高
園
。
高
園
生
亜
園
。

帝
少
康
。

報
下
生
報
乙
。
報
乙
生
三
三
。

亜
国
生
公
祖
道
。

帝
予
。

報
丙
生
主
壬
。
主
壬
生
主
葵
。

公
祖
類
生
太
王
喜
交
。

帝
椀
。

主
葵
生
天
乙
。
三
戸
三
三
。

曹
交
生
季
歴
。
季
空
生
文
王
昌
。
三
三
卦
。

帝
芒
。

文
王
昌
生
武
王
発
。

帝
泄
Q
＊
…
…

帝
履
癸
。
是
為
桀
。
従
萬
至
桀
十
七
世
。
従
黄
帝
至
桀
二
十
世
．
◎
…
：



＊
帝
泄
i
謡
講
降
－
帝
扁
。
　
不
堪
弟
。
1
帝
二
一
帝
孔
甲
。
不
降
子
。
好
鬼
神
。
淫
乱
不
好
徳
。
二
龍
去
。
1
雁
歯
一
直
発
一
帝
履
癸
。
是
為
桀
。

◎
桀
よ
り
以
降
は
、
第
一
段
に
股
王
朝
の
「
毅
苗
代
夏
氏
。

　
至
紺
四
十
六
世
。
」
ま
で
の
系
譜
が
記
さ
れ
て
い
る
。

従
黄
帝
至
湯
十
七
世
。
」
か
ら
「
帝
辛
。
是
為
村
。
斌
。
従
湯
至
村
二
十
九
世
。
従
黄
帝

表
2
　
三
代
世
表
（
後
半
）
の
構
成

周

魯
1

　
斉
1

晋

秦

楚

宋

衛

陳

察

曹

燕

＊
早
薬
講

魯
周
公
旦
。
空
忘
弟
。
面
擦

斉
太
公
尚
。
文
王
室
王
師
。
初
封

晋
唐
言
虞
。
武
王
子
。
初
封

秦
臨
海
。
助
紺
。
父
墨
壷
有
力
。

楚
熊
繹
。
気
組
讃
王
事
虚
構
。
初
封

粗
卑
子
啓
。
紺
庶
兄
。
初
封

衛
康
叔
。
武
王
事
。
初
封

全
心
公
満
。
舜
之
後
。
初
回

面
罵
度
。
武
王
弟
。
初
封

曹
三
振
鐸
。
武
王
弟
。
初
回

玉
鴫
公
爽
。
周
同
姓
。
初
回

三
王
釧
刑
錯
四
十
余
年
。

魯
公
伯
禽
。

丁
公
価
扱
。

晋
公
準
。

女
防
。

熊
又
。

微
仲
。
啓
弟
。

康
伯
。

申
公
。

察
仲
。

九
世
至
恵
侯
。

昭
王
蝦
。
南
面
不
二
。
不
赴
。
誰
之
、

考
公
。

乙
公
。

武
侯
。

三
盛
。

熊
羅
。

宋
公
。

孝
伯
。

相
公
。

誤
謬
。

太
伯
。

穆
王
満
。
作
量
刑
。
荒
服
不
至
。

団
員
。
考
公
弟
。

癸
公
。

成
侯
。

大
几
。

熊
勝
。

丁
公
。

嗣
伯
。

孝
公
。

宮
侯
。

仲
君
。

恭
王
伊
雇
。

幽
公
。

哀
公
。

属
侯
。

大
酪
。

熊
蝪
。

濯
公
。
丁
公
弟
。

毒
伯
。

慎
公
。

調
馬
。

宮
伯
。

三
王
堅
。
周
道
衰
。
詩
人
三
六
。

魏
公
。

胡
公
。

靖
侯
。

非
子
。

熊
渠
。

蝪
公
。
港
公
弟
。

靖
伯
。

幽
公
。

武
侯
。

孝
伯
。

一

孝
王
方
。
諮
王
弟
。

属
公
。

献
公
斌
胡
公
。

秦
侯
。

熊
無
康
。

属
公
。

貞
伯
。

麓
公
。

夷
伯
。

夷
王
蔓
。
諮
王
子
。

献
公
属
公
弟
。

武
公
。

詩
伯
。

熊
賛
紅
。

麓
公
。

頃
侯
。

真
公
。

秦
仲
。

熊
延
。
紅
弟
。

董
侯
。

土ハ

a
。
二
伯
行
政
。

武
公
。
真
公
弟
。

ゴ

熊
勇
。

一

一

一

＊
周
成
王
調
の
前
項
に
は
、
第
一
段
に
「
高
点
王
代
股
。
従
黄
帝
至
武
王
十
九
世
。
」
と
い
う
記
載
が
あ
る
。

『
史
記
』
の
歴
史
観
と
叙
述

六
七



六
八

表
3
　
十
二
諸
侯
年
表
の
構
成
（
冒
頭
の
部
分
）

表
4
　
十
二
諸
侯
年
表
の
構
成
（
最
終
の
部
分
）

周

魯

斉

晋

秦

楚

宋

衛

陳

察

曹

鄭

燕

呉

（
敬
王
）
三
十
八

（
哀
公
）
十
三
與
呉
会
黄
池
。

（
簡
公
）
三

（
二
等
）
三
十
與
呉
会
黄
池
。
争
長
。

（
天
王
）
七
伐
陳
。

（
景
公
）
三
十
五
。
鄭
敗
我
師
。

（
出
公
）
十
一

（
滑
公
）
二
十二
九

（
二
千
）
十
九
。
敗
宋
師
。

馨
十
一

（
夫
差
）
十
四
。
與
二
会
黄
池
。

三
十
九
十
四
。
西
狩
獲
麟
。
衛
出
公
来
奔
。

四
。
　
田
常
殺
層
層
。
立
其
弟
驚
。

三
十
一

十

八

三
十
六

二
十
一

十

二
十

十
二

十
五

四
十

十
五
。
子
服
景
伯
使
斉
。
子
貢
為
介
。
斉
帰
我
侵
地
。

斉
平
公
驚
元
年
。
景
公
孫
也
。
斉
自
是
称
田
氏
。

三
十
二

十
一

九

三
十
七
。
榮
醸
守
心
。
子
茸
日
豊
『

衛
荘
公
劇
職
元
年
。

二
十
二

十
一

二
十
一

十
三

十
六

四
十
一

十
六
孔
子
卒
。

二

三
十
三

十
二

十
。
白
公
勝
殺
令
サ
子
西
。
攻
恵
王
。
葉
公
攻
白
公
。
白
公
自
殺
。
山
王
復
国
。

三
十
八

二

二
十
三
楚
滅
陳
。
殺
滑
公
。

十
二

二
十
二

十
四

十
七

四
十
二

十
七

三

三
十
四

十
三

十
「

三
十
九

三
。
荘
公
辱
戎
州
人
。
戎
州
人
與
趙
簡
子
攻
荘
公
。
出
奔
。

十
三

二
十
三

十
五

十
八
。
越
敗
我
。

四
十
三
。
敬
王
崩
。

十
八
二
十
七
卒
。

四
ゆ
　
二
十
五
卒
。

三
十
五
。
三
十
七
卒
。
十
四
卒
。
子
属
公
立
。

十
二
。
五
十
七
卒
。

四
十
。
六
十
四
卒
っ
衛
君
起
元
年
。
石
博
逐
起
出
。
輯
復
入
。

十
四
。
十
九
卒
。

二
十
四
。
三
十
八
卒
。

十
六
。
二
十
八
卒
。

十
九
。
二
十
三
卒
。



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　

れ
が
現
代
中
国
に
お
い
て
も
、
古
代
紀
年
を
考
察
す
る
出
発
点
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
先
に
み
た
父
と
司
馬
遷
が
、
周
早
旦
を
転
換
期

と
す
る
歴
史
観
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

　
そ
の
と
き
三
代
世
事
の
後
半
と
、
十
二
諸
侯
年
表
の
構
成
を
く
ら
べ
て
み
る
と
、
す
で
に
華
表
の
後
半
で
は
、
諸
侯
年
表
が
項
目
と
し

た
「
周
、
魯
、
斉
、
晋
、
秦
、
楚
、
宋
、
衛
、
陳
、
票
、
曹
、
燕
」
の
順
に
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
「
鄭
」
「
呉
」
の
国
を
追
加
し
た
こ

と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
諸
侯
年
表
の
序
文
で
は
、
流
離
王
よ
り
以
前
か
ら
の
記
述
が
あ
る
「
春
秋
暦
譜
諜
」
を
読
ん
だ
と
記
し
、
孔
子
が

魯
の
隠
公
か
ら
下
は
「
獲
麟
」
に
終
わ
る
『
春
秋
』
を
編
纂
し
た
こ
と
を
評
価
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
諸
侯
年
表
で
は
、
岩
国
を
中
心

と
す
る
紀
年
資
料
を
第
一
と
し
て
、
各
国
別
に
配
列
し
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
た
だ
し
諸
侯
年
表
で
は
、
そ
の
終
わ
り
を
『
春
秋
」
の

「
獲
麟
」
で
は
な
く
、
も
う
少
し
後
の
「
孔
子
の
死
」
を
基
準
と
し
て
い
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
『
史
記
』
本
紀
の
年
代
と
、
三
代
世
表
、
十
二
諸
侯
年
表
の
区
分
は
明
ら
か
に
異
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
歴
史
観

の
相
違
と
い
う
よ
り
は
、
表
の
ほ
う
が
直
接
的
な
系
譜
・
紀
年
資
料
を
利
用
し
た
こ
と
を
示
す
た
め
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
し

て
父
や
司
馬
遷
の
歴
史
観
が
反
映
し
て
い
る
の
は
、
む
し
ろ
本
紀
と
八
相
の
部
門
で
あ
り
、
し
か
も
黄
帝
の
歴
史
評
価
を
の
ぞ
け
ば
、
叙

述
の
主
体
は
父
が
い
う
尭
・
舜
と
禺
（
夏
王
朝
）
よ
り
以
来
の
歴
史
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。

三
　
春
秋
戦
国
世
家
の
歴
史
観

　
『
史
記
』
五
帝
本
紀
で
は
、
黄
帝
を
歴
史
の
始
ま
り
と
位
置
づ
け
て
い
た
が
、
三
代
世
表
の
冒
頭
や
、
淫
書
の
一
部
に
み
え
る
評
価
を

の
ぞ
け
ば
叙
述
の
主
体
的
な
部
分
と
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
ま
た
『
史
記
」
世
家
の
始
ま
り
も
同
じ
よ
う
な
傾
向
を
示
し
て
い

る
。
い
ま
戦
国
時
代
ま
で
の
世
家
を
示
せ
ば
、
以
下
の
よ
う
な
始
祖
か
ら
記
し
て
い
る
。

『
史
記
」
の
歴
史
観
と
叙
述

六
九



巻
三
一
呉
太
伯
世
家
（
呉
太
伯
は
周
の
古
公
回
旦
父
の
子
、
首
里
の
兄
）

巻
三
二
斉
太
公
世
家
（
太
公
望
・
呂
尚
は
周
の
文
王
・
武
王
が
師
事
し
た
人
物
）

巻
三
三
魯
周
公
世
家
（
周
公
旦
は
周
武
王
の
弟
）

巻
三
四
燕
召
公
世
家
（
召
公
爽
は
周
と
同
姓
で
、
周
武
王
に
封
ぜ
ら
れ
る
）

巻
三
五
管
票
世
家
　
　
（
管
叔
鮮
と
禦
叔
度
は
周
文
王
の
子
、
武
王
の
弟
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
曹
叔
鐸
は
周
武
王
の
弟
）

巻
三
六
陳
杞
世
家
　
　
（
陳
胡
公
は
帝
舜
の
後
商
、
周
武
王
に
封
ぜ
ら
れ
、
帝
舜
の
祀
を
奉
ず
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
杞
東
楼
公
は
禺
の
後
浄
間
、
周
武
王
に
封
ぜ
ら
れ
、
夏
諸
氏
の
祀
を
奉
ず
）

巻
三
七
衛
康
叔
世
家
（
衛
康
叔
は
周
武
王
の
同
母
の
弟
）

巻
三
八
宋
微
子
世
家
（
微
子
開
は
帝
紺
王
の
庶
兄
、
周
武
王
に
封
ぜ
ら
れ
る
）

巻
三
九
晋
世
家
　
　
　
（
唐
叔
虞
は
周
武
王
の
子
、
成
王
の
弟
）

巻
四
〇
楚
世
家
　
　
　
（
楚
の
先
祖
は
顎
碩
。
周
文
王
の
時
、
季
連
の
子
孫
が
舎
熊
）

巻
四
一
越
王
句
践
世
家
（
先
祖
は
萬
の
苗
喬
。
二
十
早
世
が
無
常
、
子
が
句
践
）

巻
四
二
鄭
世
家
　
　
　
（
桓
公
友
は
周
属
王
の
少
子
、
宣
王
の
庶
弟
）

巻
四
三
趙
世
家
　
　
　
（
趙
氏
の
先
祖
は
、
秦
と
祖
を
土
ハ
に
す
る
）

巻
四
四
魏
世
家
　
　
　
（
畢
公
高
の
後
商
、
周
と
同
姓
）

巻
四
五
韓
世
家
　
　
　
（
先
祖
は
周
と
同
姓
）

巻
四
六
田
敬
仲
完
世
家
（
先
祖
は
陳
属
公
の
子
、
陳
完
）

七
〇



　
こ
れ
ら
の
歴
史
で
は
、
諸
国
の
始
祖
の
伝
え
を
の
ぞ
い
て
、
主
体
と
な
る
歴
史
叙
述
は
、
お
お
む
ね
周
王
室
の
人
物
か
、
周
か
ら
封
建

さ
れ
た
順
序
と
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
巻
三
六
陳
杞
世
家
や
巻
四
一
越
善
書
践
世
家
な
ど
で
は
、
舜
や
禺
の
後
衣
間
と
伝
え
て
お
り
、
例

外
と
し
て
楚
の
先
祖
が
額
頒
と
伝
え
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
は
巻
三
一
呉
太
伯
世
家
の
よ
う
に
周
の
出
自
か
、
あ
る
い
は
周
王
か
ら
封
建
さ

れ
た
人
物
に
始
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
伝
説
の
時
代
か
ら
始
ま
る
世
家
で
も
、
実
際
の
叙
述
が
詳
し
く
な
る
の
は
周
王
室
の
と
き
か
ら
で
あ

る
。
そ
こ
で
『
史
記
』
世
家
で
は
、
叙
述
の
主
体
が
周
本
紀
の
時
代
よ
り
以
降
に
あ
る
と
み
な
せ
よ
う
。
し
た
が
っ
て
実
際
に
紀
伝
体
と

な
る
の
は
周
王
朝
か
ら
で
あ
る
。

　
『
史
記
』
世
家
の
構
成
は
、
呉
太
伯
世
家
か
ら
田
敬
仲
完
世
家
ま
で
、
お
お
む
ね
先
祖
の
功
績
に
よ
っ
て
建
国
し
、
あ
る
時
期
に
隆
盛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

と
な
る
が
、
の
ち
に
不
徳
の
君
主
が
現
れ
て
衰
退
す
る
と
い
う
位
置
づ
け
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
本
紀
に
対
す
る
世
家
の
立
場
を
表

し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
天
命
決
定
論
で
は
な
く
、
君
主
の
徳
と
事
績
に
注
意
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
こ
う
し
た
大
き
な
天
変
に
対
し
て
、
『
史
記
』
世
家
に
共
通
し
て
み
ら
れ
る
時
代
の
変
化
、
あ
る
い
は
歴
史
観
は
ど
の
よ

う
な
も
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
手
が
か
り
は
、
西
周
と
春
秋
時
代
の
大
事
に
み
え
る
と
お
も
う
。

　
『
史
記
』
の
春
秋
戦
国
世
家
を
み
て
気
づ
く
こ
と
は
、
そ
の
叙
述
に
他
国
の
事
件
が
多
く
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
巻

三
二
斉
太
公
世
家
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
事
件
が
記
さ
れ
て
い
る
（
太
字
の
部
分
）
。

　
　
武
公
九
年
。
周
七
草
出
奔
。
居
髭
。
十
年
。
王
室
齪
。
大
臣
行
政
。
半
日
共
和
。
二
十
四
年
目
周
宣
王
初
立
。
二
十
六
年
。
武
公
卒
。

　
　
子
属
公
無
忌
立
。
…
…
荘
公
二
十
四
年
。
犬
戎
殺
霧
中
。
周
東
徒
雛
。
秦
始
列
爲
諸
侯
。
…
…

　
　
（
景
公
）
四
十
八
年
。
與
魯
定
公
好
會
爽
谷
。
梨
虚
日
。
孔
丘
掃
討
而
怯
。
請
令
莱
人
置
樂
。
因
執
国
君
。
可
得
志
。
景
公
害
孔
丘

　
　
相
魯
。
催
其
覇
。
著
録
梨
鉗
早
計
。
方
會
。
進
言
樂
。
孔
子
歴
階
上
。
使
有
司
執
莱
人
斬
之
。
以
禮
譲
畿
内
。
景
公
慧
。
乃
鋸
魯
侵

　
　
地
以
謝
。
而
罷
去
。
是
歳
。
嬰
嬰
卒
。

『
史
記
』
の
歴
史
観
と
叙
述

七
一



七
二

　
こ
こ
で
は
周
の
三
王
が
出
奔
し
た
事
件
や
、
共
和
時
代
、
周
の
幽
王
が
犬
戎
に
殺
さ
れ
た
こ
と
、
周
の
東
遷
な
ど
を
記
し
て
お
り
、
こ

れ
は
斉
国
に
と
っ
て
も
大
事
件
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
春
秋
時
代
に
秦
が
諸
侯
に
封
じ
ら
れ
た
こ
と
や
、
孔
子
が
魯
国
で
宰

相
と
な
っ
た
こ
と
は
、
直
接
的
に
斉
国
に
関
連
す
る
事
件
で
は
な
い
。

　
ま
た
巻
三
三
魯
周
公
世
家
で
も
、
同
じ
よ
う
に
他
国
の
叙
述
が
あ
る
。

　
　
真
南
十
四
年
。
周
属
王
無
道
。
出
奔
昆
。
共
和
行
政
。
二
十
九
年
。
周
宣
王
即
位
。
…
…
孝
公
二
十
五
年
置
諸
侯
畔
周
。
犬
戎
殺
幽

　
　
王
。
秦
翼
果
爲
諸
侯
。
…
…
（
定
公
）
十
年
。
定
公
與
齊
景
公
會
於
爽
谷
。
孔
子
行
相
事
。
齊
欲
襲
魯
君
。
孔
子
以
禮
歴
階
。
謀
齊

　
　
淫
樂
。
齊
侯
催
。
乃
止
。
錦
魯
侵
地
学
謝
過
。
十
二
年
。
使
仲
由
殿
三
三
城
。
牧
其
甲
兵
。
孟
氏
不
語
堕
城
。
伐
之
。
不
運
而
止
。

　
　
季
荘
子
受
齊
女
樂
。
孔
子
去
。
十
五
年
。
定
公
電
。
子
將
立
。
是
万
緑
公
。
哀
思
五
年
。
三
景
公
卒
。
六
年
。
齊
田
芸
当
其
君
儒
子
。

　
　
…
…
（
哀
公
）
十
年
目
伐
齊
南
森
。
十
一
年
。
齊
伐
魯
。
季
黒
星
半
歳
有
功
。
思
孔
子
。
孔
子
自
衛
婦
魯
。
十
四
年
。
齊
田
子
獄
其

　
　
君
簡
公
於
徐
州
。
孔
子
請
伐
之
。
哀
公
不
聴
。
十
五
年
。
使
子
王
種
伯
・
子
十
二
介
立
齊
。
齊
編
我
裏
地
。
田
常
初
相
。
欲
親
諸
侯
。

　
　
十
六
年
。
孔
子
卒
。

　
六
国
で
は
、
孔
子
に
関
連
す
る
事
件
は
自
国
の
記
述
で
あ
り
、
周
の
事
件
は
魯
に
関
連
す
る
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
こ
こ

で
も
秦
の
記
述
は
、
直
接
的
に
魯
国
と
関
連
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
他
国
の
記
事
が
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
こ
れ

ら
の
事
件
が
西
翠
か
ら
春
秋
時
代
に
か
け
て
、
共
通
す
る
大
事
と
認
識
さ
れ
た
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
他
国
の
事
件
は
、

『
史
記
』
世
家
に
共
通
し
て
み
ら
れ
る
。

　
い
ま
『
史
記
』
本
紀
、
世
家
と
十
二
諸
侯
年
表
か
ら
、
西
周
と
春
秋
時
代
の
他
国
の
事
件
で
、
と
く
に
共
通
す
る
叙
述
を
表
に
一
覧
し

て
み
る
と
、
父
の
司
馬
談
が
時
代
の
画
期
と
し
た
事
件
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。

　
た
と
え
ば
司
馬
談
の
歴
史
観
で
は
、
周
の
礼
儀
が
整
う
の
は
、
成
王
の
と
き
周
公
旦
が
補
佐
し
た
た
め
で
あ
る
が
、
こ
の
と
き
司
馬
氏



表5　西周、春秋時代の事件

『
史
記
』
の
歴
史
観
と
叙
述

歴史の大事 周 秦 呉 斉 魯 燕 藥 曹 陳 衛 宋 晋 楚 越 鄭 趙 魏 韓 田

1周属王の出奔 ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △
　　　一　　一　　一　　一

Q共和の時代 ○ ｝ ○ ○ ○ ○ 一 一 ○ 一 ○ 一 一

3周宣王の即位 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ △ △

4犬戎が周幽王を殺す ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △

5秦が諸侯となる 一 ○ ○ ○ ○ ○ 0 ○ 一 ○ ○ 0 一

6呉王闇盧が楚を伐っ
『 ○ 0 ○ 一 ○ ○ 一 0 一 一 『 ○ 一 一 一 一

7孔子が魯の相となる
一 ○ O 0 ○ 』 ㎜ △ △ △ ○ ○ 一 △ △ ○ 一

一　　　一

W斉田常が簡公を斌す ○ ○ 0 ○ ○ ○
全．．

0 一 ○ ○ 一 一 ○ 一 一 ○
　　　　｝

X孔子の死 ○ ○ 一 一 ○ ○ ｝ O ○ 一 ○ 一 一 ○ 一 『 一

『10越が呉を滅ぼす
一 『 ○ 0 ○ 一 　 一 一 一 ○ 0 一 ○ 一 一

11三晋が諸侯となる ○ ○ 一 0 0 ○ △ 一 ○ ○ 一 ○ ○ ○ ○ △

○記事あり、△関連、一記述なし、〔田〕は田敬仲完世家

表6　十二諸侯年表の事件

七

歴史の大事 周 魯 斉 晋 秦 楚 宋 衛 陳 藥 曹
　1A 燕 呉

一2共和元年（前841）
○

一3宣王の即位（前828）
○

一4周幽王の死（前771）
○ ○

一　　　　　　一一　　　一

T秦が諸侯となる 0
一　周の東遷（前770）

○

6呉王闇盧が楚を伐っ

`の救援（前506）
△ △ ○ ○ ○ ○

一7孔子が魯相（前500）
○

一　　一

W斉簡公の死（前481） ○

一　　一　　一

黶@　　一　　　一

9孔子の死（前479） ○

○記事あり、△関連



七
四

は
「
周
の
太
史
」
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
周
の
衰
退
と
混
乱
が
あ
り
、
王
道
が
廃
れ
礼
楽
が
衰
え
、
そ
れ
は
属
王
の
出
奔
と
、
共

和
の
時
代
、
宣
王
の
即
位
、
周
忙
裏
が
犬
戎
に
殺
さ
れ
る
と
い
う
事
件
に
代
表
さ
れ
る
。
そ
し
て
衰
え
た
周
の
制
度
は
、
早
言
旦
の
卒
か

ら
約
五
〇
〇
年
後
に
、
孔
子
が
「
六
芸
」
の
編
纂
と
礼
儀
の
復
興
を
す
る
。
し
か
し
戦
国
時
代
に
な
る
と
、
ふ
た
た
び
史
要
の
思
詰
が
起

こ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
い
ま
西
周
と
春
秋
時
代
の
事
件
を
み
る
と
、
ほ
と
ん
ど
父
の
転
換
期
と
し
た
事
件
と
重
な
っ
て
い
る
。
そ

し
て
孔
子
が
魯
の
相
と
な
る
記
事
と
、
孔
子
の
死
を
共
通
し
て
記
す
こ
と
も
、
こ
の
延
長
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
わ
ず
か
に
違
う
の
は
、
秦
が
諸
侯
に
な
る
事
件
と
、
呉
記
憶
鷹
が
楚
を
伐
つ
事
件
、
斉
の
田
常
が
簡
公
を
殺
す
事
件
、
越
が
呉
を
滅
ぼ

す
事
件
、
三
半
が
諸
侯
と
な
る
事
件
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
直
接
的
に
司
馬
談
が
述
べ
て
い
る
転
換
期
で
は
な
い
が
、
春
秋
秦
の
封
建

は
秦
本
紀
と
同
じ
く
後
に
王
者
と
な
る
位
置
づ
け
で
あ
り
、
斉
と
三
晋
で
君
主
の
位
が
奪
わ
れ
る
の
は
、
戦
国
時
代
の
始
ま
り
を
示
す
事

例
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
学
堂
闇
雲
が
楚
を
伐
つ
事
件
は
、
当
時
は
複
数
の
諸
国
に
か
か
わ
る
大
事
で
あ
り
、
こ
れ
を
示
す
の
が
十
二

諸
侯
年
表
の
各
国
に
み
え
る
記
載
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
諸
国
の
大
事
は
、
ま
た
司
馬
遷
の
歴
史
観
と
も
共
通
し
て
い
る
。
司
馬
遷
は
、
歴
史
の
は
じ
ま
り
を
黄
帝
か
ら
纈
項
、
帝
馨
、

尭
、
舜
と
す
る
点
で
父
と
異
な
っ
て
い
た
が
、
自
序
の
列
伝
第
七
十
の
説
明
で
は
、
漢
王
朝
が
五
帝
か
ら
夏
・
股
・
周
の
三
代
へ
と
継
承

さ
れ
る
こ
と
は
共
通
し
て
い
る
。
ま
た
後
の
転
換
期
と
し
て
、
①
周
の
王
道
が
廃
れ
た
こ
と
、
②
史
文
が
散
侠
す
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　
維
我
漢
縫
五
帝
末
流
。
接
三
代
専
業
。
周
道
贋
。
秦
野
去
古
文
。
焚
書
詩
書
。
故
明
堂
石
室
金
席
戸
版
圖
籍
散
斑
。
…
…
百
年
之
聞
。

　
　
天
下
遺
文
古
事
靡
不
畢
集
太
史
公
。
太
史
公
傍
父
子
相
綾
纂
賊
塁
。

　
し
た
が
っ
て
『
史
記
」
春
秋
戦
国
世
家
の
構
成
か
ら
み
れ
ば
、
歴
史
の
転
換
期
と
な
る
大
事
の
位
置
づ
け
は
、
父
と
共
通
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。
し
か
し
こ
う
し
た
歴
史
観
と
時
代
の
転
換
期
は
、
必
ず
し
も
「
李
陵
の
禍
」
に
よ
る
発
憤
を
想
定
す
る
必
要
は
な
い
。
む

し
ろ
逆
に
い
え
ば
、
発
憤
に
よ
る
著
述
を
強
調
す
る
説
で
は
、
な
ぜ
『
史
記
』
本
紀
、
表
、
世
家
の
構
造
に
、
己
の
よ
う
な
歴
史
観
が
み



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

ら
れ
る
の
か
を
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
か
ら
私
は
、
天
と
地
の
事
件
を
説
明
し
、
興
亡
と
盛
衰
の
原
理
を
明
ら
か

に
し
ょ
う
と
す
る
「
太
害
心
」
と
し
て
の
歴
史
観
が
『
史
記
」
の
構
造
と
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
と
推
測
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
父
の

談
と
、
司
馬
遷
の
歴
史
観
が
微
妙
に
異
な
る
の
は
、
二
人
が
終
点
と
し
ょ
う
と
す
る
社
会
背
景
の
違
い
が
影
響
し
て
い
た
が
、
『
史
記
』

の
歴
史
叙
述
の
主
体
部
分
は
父
の
構
想
に
ふ
く
ま
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

お
　
わ
　
り
　
に

　
『
史
記
』
に
は
複
数
の
歴
史
観
が
示
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
一
は
、
父
と
司
馬
遷
の
歴
史
観
で
あ
り
、
こ
れ
は
『
史
記
』
叙
述
の
始
ま
り

と
終
り
を
示
唆
し
て
い
る
。
二
は
、
本
紀
と
世
家
の
歴
史
観
で
あ
り
、
そ
の
旦
ハ
体
的
な
記
述
は
尭
、
舜
、
禺
か
ら
多
く
な
り
、
と
く
に
周

王
朝
よ
り
以
降
を
主
体
と
し
て
い
る
。
三
は
、
十
二
諸
侯
年
表
に
み
え
る
「
共
和
元
年
」
を
始
ま
り
と
す
る
時
代
区
分
で
あ
る
。
こ
う
し

た
違
い
は
『
史
記
」
の
構
造
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
要
点
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
司
馬
談
は
、
元
封
元
年
の
遺
言
で
舜
、
禺
（
夏
王
朝
）
を
意
識
し
な
が
ら
、
と
く
に
漢
の
聖
帝
が
周
か
ら
約
一
〇
〇
〇
年
の
封
禅
を
継

承
す
る
側
面
を
重
ん
じ
て
い
た
。
そ
れ
は
周
の
太
史
で
あ
っ
た
先
祖
の
職
務
を
受
け
継
ぐ
と
い
う
意
識
と
重
な
っ
て
い
る
。
ま
た
先
人

（
父
）
の
言
葉
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
歴
史
観
を
あ
わ
せ
る
と
、
さ
ら
に
い
く
つ
か
の
転
換
期
を
想
定
し
、
そ
の
最
終
は
孔
子
に
な
ら
っ
た

天
の
瑞
祥
と
「
獲
麟
」
か
、
あ
る
い
は
来
る
べ
き
封
禅
の
儀
式
を
画
期
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
こ
れ
は
司
馬
談
が
道
家
を
学
ん

だ
と
い
わ
れ
な
が
ら
、
『
尚
書
』
に
み
え
る
尭
、
舜
よ
り
以
降
の
儒
家
の
歴
史
観
と
共
通
し
て
お
り
、
か
れ
の
死
ま
で
の
社
会
的
な
影
響

を
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
し
か
し
『
史
記
』
に
み
え
る
司
馬
遷
の
歴
史
観
は
、
当
時
の
風
潮
や
自
分
の
旅
行
体
験
を
ふ
ま
え
て
五
帝
（
黄
帝
、
事
項
、
帝
馨
、
帝

『
史
記
』
の
歴
史
観
と
叙
述

七
五



七
六

発
、
帝
舜
）
と
萬
の
事
績
を
意
識
し
、
三
代
（
夏
、
股
、
周
）
と
秦
な
ど
の
先
祖
に
つ
な
が
る
黄
帝
を
始
ま
り
と
し
て
い
る
。
ま
た
叙
述

の
最
終
年
代
に
つ
い
て
も
、
太
初
暦
の
改
定
と
一
連
の
制
度
改
革
を
お
こ
な
っ
た
「
太
初
年
間
」
ま
で
と
し
た
。
こ
れ
は
父
の
歴
史
観
を

こ
え
て
、
尭
と
舜
よ
り
以
前
の
歴
史
を
追
加
し
、
最
終
で
は
廿
里
元
年
の
封
禅
か
ら
太
初
年
間
ま
で
延
長
し
た
こ
と
に
な
る
。

　
こ
こ
に
み
え
る
二
つ
の
歴
史
観
は
、
二
人
が
太
史
令
と
し
て
経
験
し
た
五
帝
期
の
祭
祀
儀
礼
や
制
度
改
革
と
大
き
く
か
か
わ
っ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
『
史
記
』
の
叙
述
は
、
司
馬
談
と
遷
の
父
子
が
直
面
し
た
時
代
の
影
響
を
う
け
て
い
る
こ
と
が
再
確
認
で
き
よ
う
。

　
と
こ
ろ
が
『
史
記
」
の
構
造
は
、
こ
う
し
た
司
馬
遷
の
歴
史
観
を
十
分
に
は
反
映
し
て
い
な
い
。
『
史
記
』
が
通
史
と
さ
れ
る
の
は
、

黄
帝
に
始
ま
る
古
代
史
を
叙
述
す
る
た
あ
で
あ
る
が
、
五
帝
の
時
代
は
巻
一
「
五
帝
本
紀
」
と
三
代
世
法
で
簡
単
に
述
べ
、
八
書
の
一
部

で
追
加
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
も
そ
の
出
典
は
、
司
馬
遷
が
み
ず
か
ら
述
べ
る
よ
う
に
、
儒
家
の
経
典
の
範
囲
を
こ
え
た
「
六
経

の
異
伝
」
「
百
家
の
雑
語
」
や
「
五
帝
徳
」
「
帝
繋
姓
」
な
ど
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
『
史
記
』
夏
本
紀
・
股
本
紀
に
つ
づ
く
周
本

紀
と
春
秋
戦
国
世
家
は
、
始
祖
に
関
連
し
て
五
帝
以
来
の
伝
え
を
ふ
く
む
が
、
叙
述
の
主
体
は
周
王
室
の
建
国
に
か
か
わ
る
時
代
か
ら
と

な
っ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
『
史
記
』
の
世
界
は
、
本
紀
と
世
家
を
み
る
か
ぎ
り
、
司
馬
談
が
述
べ
る
よ
う
に
尭
、
舜
と
、
萬
に
は
じ
ま
る

夏
、
股
（
商
）
時
代
と
、
周
王
室
の
始
ま
り
を
主
体
と
し
て
、
そ
の
前
史
に
司
馬
遷
が
、
少
量
で
あ
る
が
重
要
な
歴
史
評
価
を
加
え
た
こ

と
が
わ
か
る
。
し
た
が
っ
て
通
史
は
本
紀
と
表
、
書
の
部
門
で
あ
り
、
紀
伝
体
は
周
本
紀
よ
り
以
降
と
、
ほ
ぼ
世
家
と
列
伝
の
部
門
に
あ

た
っ
て
い
る
。

　
『
史
記
』
周
本
紀
よ
り
後
の
歴
史
は
、
制
度
が
整
え
ら
れ
た
り
混
乱
す
る
と
い
う
二
人
に
共
通
す
る
歴
史
観
に
そ
っ
て
叙
述
さ
れ
て
い

る
。
そ
こ
で
は
周
属
王
と
幽
王
期
の
混
乱
と
、
周
の
東
遷
、
秦
国
の
巴
里
、
孔
子
の
事
績
、
三
晋
の
封
建
な
ど
が
注
目
さ
れ
て
い
た
。
し

か
し
三
代
世
表
に
は
、
周
属
官
ま
で
の
世
系
だ
け
で
年
代
を
記
さ
ず
、
そ
の
序
文
で
「
暦
譜
諜
」
な
ど
の
年
数
が
信
頼
で
き
な
い
と
言
っ

て
い
る
。
ま
た
十
二
諸
侯
年
表
で
は
、
属
王
の
出
奔
の
あ
と
「
土
覇
業
元
年
」
か
ら
年
代
を
開
始
し
て
い
る
。
し
か
も
年
表
の
配
列
は
、
春



秋
世
家
が
ほ
ぼ
周
か
ら
封
建
さ
れ
た
順
序
で
あ
る
の
と
は
ち
が
っ
て
、
周
と
魯
と
の
関
係
の
強
弱
や
、
地
理
的
な
距
離
の
遠
近
に
対
応
し

て
い
る
。
こ
こ
か
ら
十
二
諸
侯
年
表
の
起
点
は
、
司
馬
遷
が
利
用
し
復
元
し
た
暦
法
の
年
代
に
も
と
つ
く
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
『
史
記
』
に
み
え
る
複
数
の
歴
史
観
は
、
父
と
司
馬
遷
の
歴
史
観
を
反
映
し
な
が
ら
、
司
馬
遷
が
利
用
し
た
先
行
資
料
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　

制
約
に
よ
る
歴
史
と
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
『
史
記
』
戦
国
史
の
部
分
に
お
い
て
も
、
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
構
造
と
な
っ
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
歴
史
観
か
ら
、
あ
ら
た
め
て
『
史
記
」
の
構
造
を
み
る
と
、
司
馬
遷
は
「
李
陵
の
禍
」
よ
り
も
前
に
そ
の
主
体
的
な
部

分
を
構
想
で
き
た
と
お
も
わ
れ
る
。
そ
の
構
想
は
、
武
帝
の
時
代
に
儀
礼
や
制
度
を
改
革
す
る
に
あ
た
っ
て
、
古
か
ら
の
天
命
の
移
動
と
、

諸
国
の
興
亡
と
盛
衰
を
論
評
し
よ
う
と
す
る
太
史
令
の
自
負
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
と
考
え
る
。
そ
の
と
き
司
馬
遷
は
、
そ
れ
を
説
明
す
る

具
体
的
な
手
法
と
し
て
、
思
想
だ
け
で
論
評
す
る
の
で
は
な
く
、
先
行
資
料
を
取
捨
選
択
し
配
列
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
『
史
記
」
の
古

代
本
紀
や
表
、
書
、
世
家
な
ど
の
作
成
を
め
ざ
し
た
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
李
陵
の
禍
に
よ
る
発
憤
を
重
視
し
て
、
そ
の
あ
と
著
述

し
た
部
分
を
強
調
す
る
説
で
は
、
こ
う
し
た
『
史
記
』
の
歴
史
観
と
叙
述
と
の
関
係
を
う
ま
く
説
明
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
た
だ
し
李
陵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

の
禍
の
あ
と
、
『
史
記
』
の
編
集
に
与
え
た
影
響
と
補
足
し
た
部
分
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

　
本
稿
で
は
、
複
数
の
歴
史
観
か
ら
『
史
記
」
の
一
特
徴
を
示
す
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
が
、
今
後
は
紀
伝
体
と
し
て
の
本
紀
と
世
家
、
列

伝
の
叙
述
を
ふ
く
め
て
、
そ
の
全
体
的
な
構
造
と
思
想
を
考
え
て
み
た
い
と
お
も
う
。

　
注
（
1
）
通
史
と
紀
伝
体
の
形
式
に
つ
い
て
は
、
劉
知
幾
『
蟻
通
』
六
家
篇
、
二
体
篇
（
増
井
経
夫
訳
『
史
通
』
一
九
六
六
、
研
文
出
版
、

　
葉
一
郎
『
中
国
の
歴
史
思
想
一
紀
伝
体
考
』
（
創
文
社
、
一
九
九
九
）
な
ど
参
照
。

（
2
）
拙
著
『
史
記
戦
国
史
料
の
研
究
』
序
章
、
第
一
章
「
『
史
記
』
と
中
国
出
土
書
籍
」
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
七
）
と
拙
稿

『
史
記
」
の
歴
史
観
と
叙
述

七
七

一
九
八
一
）
、
稲

「
簡
順
・
吊
書
の



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
八

　
発
見
と
『
史
記
』
研
究
」
（
「
愛
媛
大
学
法
文
学
部
論
集
』
人
文
学
科
編
一
二
、
二
〇
〇
二
）
で
、
出
土
資
料
と
比
較
す
る
研
究
方
法
に
つ
い
て
述
べ

　
て
い
る
。

（
3
）
こ
の
問
題
は
、
伊
藤
徳
男
「
麟
止
と
獲
麟
」
（
『
歴
史
』
二
九
、
一
九
六
五
）
、
二
大
可
「
史
記
無
限
考
略
」
（
『
史
記
研
究
』
属
隷
人
民
出
版
社
、
一

　
九
八
五
）
な
ど
で
諸
説
が
整
理
さ
れ
、
と
く
に
最
終
の
年
が
焦
点
と
な
っ
て
い
る
。

（
4
）
拙
稿
「
司
馬
談
・
司
馬
遷
と
《
太
史
公
書
》
の
成
立
」
（
『
愛
媛
大
学
法
文
学
部
論
集
』
人
文
学
科
編
六
、
一
九
九
九
）
。

（
5
）
こ
の
部
分
は
『
国
語
』
楚
語
下
に
も
と
つ
く
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
6
）
太
史
公
自
序
に
、

　
　
　
太
史
公
侃
父
子
相
績
纂
其
職
。
日
。
於
戯
。
余
維
先
人
嘗
掌
斯
事
。
顯
於
唐
虞
。
至
干
周
。
復
典
之
。
故
司
馬
氏
世
曇
天
官
。
至
於
余
乎
。

　
　
　
欽
念
哉
。
欽
念
哉
。

（
7
）
『
史
記
』
十
二
諸
侯
年
表
な
ど
の
紀
年
は
、
里
宮
隆
郎
『
新
編
史
記
東
周
年
表
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
五
五
）
で
修
正
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。

（
8
）
ま
た
『
史
記
』
封
禅
書
に
は
、
黄
帝
に
至
る
多
く
の
祭
祀
を
記
載
す
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。

　
　
　
周
公
既
相
成
王
。
郊
置
鼓
櫻
減
配
天
。
宗
論
文
王
於
明
堂
以
配
上
帝
。
自
署
興
而
些
々
祀
。
后
稜
稼
稿
。
故
有
穰
祠
。
郊
浦
幌
從
來
尚
　
。
…
…

　
　
　
自
周
馬
鎧
后
十
四
世
。
世
益
衰
。
禮
樂
屡
。
諸
侯
恣
行
。
而
幽
早
馬
犬
戎
所
演
。
周
東
徒
雛
邑
。
秦
諸
公
攻
戎
救
周
。
長
窪
爲
諸
侯
。
秦
嚢
公

　
　
　
既
侯
。
居
西
垂
。
自
以
希
書
少
晦
之
神
。
量
器
時
。
諸
白
帝
。
堂
号
用
畜
駒
黄
牛
紙
花
各
＝
万
。
繋
累
十
六
年
。
譲
文
公
東
遷
濟
溜
之
聞
。
ト

　
　
　
里
謡
臨
監
。
文
公
評
縞
蛇
自
天
下
属
地
。
其
口
止
於
邸
術
。
文
明
問
全
訳
。
常
日
。
此
上
帝
之
徴
。
君
其
祠
之
。
於
是
作
鄭
時
。
用
三
牲
郊
祭

　
　
　
白
帝
焉
。
…
…
其
后
百
飴
年
。
秦
露
公
作
呉
陽
上
時
。
祭
黄
帝
。
作
下
時
。
祭
炎
帝
。

（
9
）
封
禅
書
で
は
、
斉
人
の
公
孫
卿
の
言
に
、
宝
器
を
得
た
年
の
冬
鳥
巳
朔
旦
が
冬
至
と
な
る
の
は
黄
帝
の
と
き
と
同
じ
と
言
い
、
封
禅
を
し
た
黄
帝

　
の
伝
え
や
、
五
山
（
五
岳
）
の
巡
狩
な
ど
を
記
し
て
い
る
。

（
！
0
）
封
禅
書
に
は
、
武
帝
が
公
孫
卿
の
言
を
聞
き
終
え
た
あ
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
　
　
於
是
天
子
日
。
嵯
乎
。
吾
心
得
如
黄
帝
。
極
重
去
妻
子
如
睨
雇
耳
。
乃
葬
卿
為
郎
。
東
使
心
神
於
太
室
。



（
1
1
）
「
史
記
』
五
帝
本
紀
に
、

　
　
　
自
黄
帝
至
舜
・
禺
。
皆
同
姓
重
留
其
國
號
。
黒
蝿
明
徳
。
故
黄
帝
爲
有
熊
。
帝
顎
項
爲
高
陽
。
芸
界
嵩
高
辛
。
帝
墨
壷
筆
舌
。
百
里
爲
有
虞
。

　
　
　
帝
禺
爲
夏
后
而
別
氏
。
姓
姐
氏
。
契
爲
商
。
姓
子
氏
。
棄
居
曲
。
姓
姫
氏
。

　
　
司
馬
遷
が
六
芸
（
詩
、
書
、
礼
、
楽
、
易
、
春
秋
の
六
経
）
に
信
頼
を
お
き
、
文
辞
の
雅
訓
を
求
め
た
こ
と
は
岡
崎
文
夫
「
支
那
史
学
思
想
の
発

　
達
」
（
岩
波
講
座
『
東
洋
思
潮
』
四
、
一
九
三
四
）
、
同
『
司
馬
遷
』
（
弘
文
堂
、
一
九
五
八
）
で
説
明
さ
れ
、
平
岡
武
夫
「
五
帝
本
紀
の
新
研
究
」

　
（
「
支
那
学
』
八
－
二
、
】
九
三
六
）
は
、
司
馬
遷
が
民
族
の
始
祖
と
な
る
系
譜
を
尊
重
し
、
統
一
国
家
へ
の
関
心
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
1
2
）
『
史
記
』
本
紀
の
特
徴
は
、
佐
藤
武
敏
「
司
馬
遷
の
研
究
』
附
田
第
二
章
「
『
史
記
』
の
内
容
上
の
特
色
」
（
汲
古
書
院
、
一
九
九
七
）
で
説
明
さ
れ

　
て
い
る
。

（
1
3
）
拙
稿
「
『
史
記
』
戦
国
系
譜
と
『
世
本
』
」
（
前
掲
『
史
記
戦
国
史
料
の
研
究
』
）
参
照
。
こ
の
ほ
か
中
島
敏
夫
編
『
中
国
神
話
人
物
資
料
集
－
三
皇

　
五
帝
夏
禺
先
秦
資
料
集
成
』
愛
知
大
学
文
学
会
叢
書
班
（
八
十
書
院
、
二
〇
〇
一
）
で
諸
資
料
と
の
関
連
が
わ
か
る
。

（
1
4
）
『
史
記
』
五
帝
本
紀
で
は
、
以
下
の
巡
狩
の
記
事
な
ど
が
追
加
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
東
至
干
海
。
登
丸
山
。
及
岱
宗
。
西
至
干
空
桐
。
登
智
頭
。
南
至
干
江
。
登
熊
・
湘
。
北
逐
藷
粥
。
合
符
釜
山
。
而
邑
干
琢
鹿
湿
半
。
遷
徒
往

　
　
　
來
無
常
庭
。
響
町
兵
爲
螢
衛
。
官
名
皆
無
高
命
。
雷
雲
師
。
置
左
右
大
監
。
雷
干
萬
國
。
萬
國
和
。
而
鬼
神
山
川
封
暉
與
爲
多
罪
。
獲
寳
鼎
。

　
　
　
迎
日
工
策
。
塞
風
后
・
力
牧
・
単
品
・
大
鴻
以
治
民
。
順
天
地
謬
論
。
幽
明
之
占
。
死
生
之
説
。
存
亡
之
難
。
時
播
百
穀
草
木
。
淳
化
鳥
獣
轟

　
　
　
蛾
。
労
羅
日
月
星
辰
水
波
土
石
金
玉
。
勢
勤
心
力
耳
目
。
節
用
水
火
囲
物
。
且
且
徳
之
瑞
。
故
號
黄
帝
。

（
1
5
）
こ
の
点
は
、
平
岡
前
掲
「
五
帝
本
紀
の
新
研
究
」
、
大
島
利
一
「
司
馬
遷
と
「
史
記
」
の
成
立
』
（
清
水
書
院
、
一
九
八
四
）
で
も
説
明
し
て
い
る
。

（
1
6
）
こ
う
し
た
歴
史
観
か
ら
『
史
記
』
八
書
の
構
成
を
み
る
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
。
も
し
父
が
、
漢
二
心
に
よ
る
礼
儀
制
度
の
復
活
を
、

　
天
の
瑞
祥
と
封
禅
に
見
い
だ
し
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
失
わ
れ
た
と
い
う
留
書
と
楽
書
の
ほ
か
、
封
禅
書
に
対
応
し
て
い
る
。
ま
た
河
渠
書
は
、
萬

　
の
治
水
に
始
ま
り
、
こ
れ
も
尭
・
舜
よ
り
以
降
の
時
代
で
あ
る
。
拙
稿
「
『
史
記
』
河
渠
書
と
「
漢
書
』
溝
油
志
」
（
『
中
国
水
利
史
研
究
』
三
〇
、

　
二
〇
〇
二
）
参
照
。
ま
た
司
馬
遷
が
、
天
の
瑞
祥
と
封
禅
に
加
え
て
、
太
初
改
暦
、
制
度
の
改
革
を
画
期
と
し
て
、
最
終
の
区
分
を
太
初
年
間
に
し

「
史
記
」
の
歴
史
観
と
叙
述

七
九



八
○

　
た
と
す
れ
ば
、
侠
文
と
い
わ
れ
る
律
書
や
、
先
に
み
た
暦
書
の
ほ
か
、
天
慰
書
の
区
分
に
も
対
応
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
平
準
書
は
、
高
訓
氏
（
帝

　
馨
）
以
前
は
不
明
と
し
て
、
舜
、
萬
よ
り
以
降
の
年
代
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
構
造
に
つ
い
て
は
、
今
後
と
も
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

（
1
7
）
『
史
記
』
五
帝
本
紀
は
、
『
大
戴
礼
』
五
帝
徳
、
帝
三
悪
と
よ
く
似
た
構
文
で
あ
り
な
が
ら
、
「
黄
帝
崩
。
葬
橋
山
」
と
い
う
記
事
を
追
加
し
て
い
る
。

（
1
8
）
歴
代
の
注
釈
で
は
文
献
と
の
字
句
異
同
を
考
証
し
て
い
る
が
、
瀧
川
亀
太
郎
『
史
記
会
注
考
証
』
は
各
部
分
の
出
典
を
細
か
く
注
記
し
て
い
る
。

（
1
9
）
池
田
四
郎
次
郎
氏
は
、
瀧
川
亀
太
郎
氏
へ
の
私
信
で
「
古
人
が
世
家
ハ
始
忍
苦
伯
、
列
精
製
干
乙
嫁
ヲ
言
フ
人
ハ
多
キ
モ
、
本
紀
始
用
箋
舜
、
八

　
書
始
干
禮
、
年
表
始
干
三
代
ヲ
言
ハ
ザ
ル
ハ
、
未
ダ
尽
サ
ズ
ト
存
候
。
史
記
ハ
黄
帝
二
尊
ル
ニ
非
ズ
、
陶
唐
（
尭
）
丁
霊
ル
ト
存
候
」
と
述
べ
て
い

　
る
〔
拙
稿
「
明
治
以
降
の
『
史
記
』
研
究
」
（
『
愛
媛
大
学
法
文
学
部
論
集
」
人
文
学
科
編
一
一
、
二
〇
〇
一
）
。
こ
れ
は
『
史
記
補
注
（
上
）
」
（
明

　
徳
出
版
社
、
一
九
七
二
）
巻
一
の
末
尾
に
よ
る
と
、
自
序
の
「
戸
当
唐
以
來
。
至
干
底
止
」
を
根
拠
と
し
て
い
る
が
、
『
史
記
』
の
歴
史
叙
述
か
ら
み

　
れ
ば
一
理
あ
る
こ
と
に
な
る
。

（
2
0
）
伊
藤
徳
男
『
史
記
十
表
に
見
る
司
馬
遷
の
歴
史
観
』
（
平
河
出
版
社
、
］
九
九
四
）
は
、
封
建
制
の
視
点
か
ら
十
表
全
体
の
構
想
を
考
察
し
て
い
る
。

（
2
1
）
『
夏
商
周
罪
代
工
程
一
九
九
六
一
二
〇
〇
〇
年
階
段
成
果
報
告
・
簡
本
』
（
世
界
図
書
出
版
公
司
、
二
〇
〇
一
）
で
は
、
共
和
元
年
（
百
八
四
一
）

　
を
起
点
と
し
て
、
夏
王
朝
ま
で
遡
る
年
表
を
復
元
し
て
い
る
。

（
2
2
）
こ
の
点
は
、
佐
藤
前
掲
「
『
史
記
』
の
内
容
上
の
特
色
」
（
『
司
馬
遷
の
研
究
』
）
で
説
明
さ
れ
て
い
る
。

（
2
3
）
「
発
憤
著
書
」
説
で
は
、
天
命
や
人
問
の
運
命
観
な
ど
に
注
目
し
て
い
る
が
、
通
史
と
し
て
『
史
記
』
の
歴
史
観
が
ど
の
よ
う
に
現
れ
て
い
る
か
は

　
別
の
問
題
と
な
ろ
う
。

（
2
4
）
拙
著
前
掲
『
史
記
戦
国
史
料
の
研
究
』
。

（
2
5
）
佐
藤
武
敏
「
『
史
記
』
の
編
纂
過
程
」
（
前
掲
『
司
馬
遷
の
研
究
』
）
で
は
、
司
馬
談
が
作
成
し
た
篇
の
ほ
か
、
司
馬
遷
の
編
纂
を
、
李
陵
の
禍
の
前

　
後
に
分
け
て
考
察
し
て
い
る
。
「
史
記
』
の
構
造
で
は
、
全
体
的
な
歴
史
観
と
と
も
に
、
こ
う
し
た
内
容
の
追
加
し
た
部
分
が
あ
る
こ
と
を
想
定
し
つ

　
つ
、
さ
ら
に
検
討
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。


